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柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会第９５回定例会・会議録

日 時 平成２３年５月１１日（水） １８：３０～２１：３０

場 所 柏崎原子力広報センター ２Ｆ研修室

出 席 委 員 浅賀、新野、池田、石坂、伊比、川口、桑原、佐藤（幸）、佐藤

（直）、佐藤（正）、高桑、高橋（武）、高橋(優)、滝沢、竹内、

武本（和）、武本（昌）、田中、徳永、中沢、三井田、吉野、渡辺

委員

以上２３名

欠 席 委 員 三宮、前田委員

以上 ２名

その他出席者 原子力安全・保安院

柏崎刈羽原子力保安検査官事務所 竹本所長 岡野副所長

熊谷保安検査官

資源エネルギー庁柏崎刈羽地域担当官事務所 七部所長

新潟県 山田原子力安全対策課長 安田課長補佐 春日主任

柏崎市 会田市長

須田危機管理監 駒野防災・原子力課長 名塚課長代理

村山主任 野澤主任

刈羽村 品田村長

塚田総務課長 山﨑副参事

東京電力（株）横村所長 長野副所長 村山副所長 新井副所長

西田技術担当 山口第二運転管理部運転評価GM

石村建築担当 森地域共生総括GM 宮武地域共生総括G

山本地域共生総括G

（本店）石崎原子力・立地本部副本部長

ライター 吉川

柏崎原子力広報センター 井口事務局長 石黒主事

柴野職員 品田職員
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◎事務局

お疲れさまでございます。始まります前にお配りしました資料の確認をさせていただ

きたいと思います。

最初に、委員の方だけにお配りしてございます資料でございます。小さいペーパーで

「質問・意見等をお寄せください」というものでございます。次に、「第１０１回運営

委員会概要（４月２０日）」というものでございます。次に、「地域の会会則」でござ

います。次に、「地域の会経緯」でございます。

それでは、全員にお配りしてございます資料でございます。今日の「第９５回定例会

次第」でございます。次第の下に出席者のお名前が書いてございますが、委員のうち三

宮委員さんが今日欠席でございます。次に「地域の会委員名簿」。次に、小さい紙にな

りますが「委員質問・意見等（４月６日受付分）」というものでございます。次に、原

子力安全・保安院からの資料で、「前回定例会（平成２３年４月６日）以降の原子力安

全・保安院の動き」でございます。次に、右肩に資料１となっておりますが、「海江田

経済産業大臣談話」というものでございます。次に、右肩上に資料２となっております、

「福島第一原子力発電所に関する対応状況」というものでございます。次に、右肩上に

資料３となっております、「文部科学省発表資料」。次に、原子力委員会からの資料で

「東京電力（株）福島第一原子力発電所事故に関する当面の対応について（見解）」と

いうものでございます。次に、新潟県からの資料で「前回定例会（平成２３年４月６

日）以降の行政の動き」というものでございます。次に、東京電力からの資料で「第９

５回 地域の会定例会資料〔前回４／６以降の動き〕」というものでございます。次に、

同じく東京電力からの資料で「福島第一原子力発電所の事故の状況と柏崎刈羽原子力発

電所における想定を越えた津波に対する更なる安全対策について」というものでござい

ます。

そろっていらっしゃいますでしょうか。もしなければ、事務局にお申し出いただきた

いと思います。

それから、いつもお願いしているところでございますが、携帯電話はスイッチをお切

りいただくか、マナーモードにしていただきますようお願いいたします。また、傍聴の

方、プレスの方で、録音をされる場合はチャンネル４のグループ以外をお使いいただき

ますようお願いいたします。なお、自席のほうで録音をお願いいたします。委員の皆さ

んとオブザーバーの方はマイクをお使いになるときは、スイッチをオンとオフにしてい

ただきますようお願いいたします。

それでは、地域の会、第９５回定例会を開催させていただきます。

４月末で第４期目の委員の任期が終了いたしました。したがいまして、５期目となり

ます地域の会の委員の皆様に委嘱状を交付させていただきます。新しく委員に就任いた

だく方が１０名おられますが、柏崎市の石坂泰男様から代表して受領をお願いいたしま

す。石坂様、理事長、前のほうにお進みいただきたいと思います。

（委員委嘱状授与）

◎事務局

ありがとうございました。各委員の皆様には、大変失礼ではございますが、机上に配

付させていただきましたのでご確認をお願いしたいと思います。
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それでは、委員の皆様から、お名前と所属など、一言自己紹介をお願いいたします。

お座りの順でお願いしたいと思いますが、浅賀様のほうからお願いいたします。

◎浅賀委員

こんばんは、浅賀千穂と申します。所属団体はプルサーマルを考える柏崎刈羽市民ネ

ットワークです。

名前のとおり、プルサーマルの問題が出てきたときに発足しました住民のグループで

す。住まいは鯨波で、今回８年勤めましてもう２年委嘱されましたので、また考えてい

きたいと思います。よろしくお願いいたします。

◎新野委員

ナンバー２の新野良子と申します。かしわざき男女共同参画推進市民会議のほうから

推薦をいただいて、９年目になります。よろしくお願いいたします。駅前に住んでおり

ます。

◎池田委員

池田といいます。所属は荒浜２１フォーラムでございます。今回で２期半になります

のでひとつよろしくお願いいたします。

◎石坂委員

石坂泰男と申します。所属団体は柏崎商工会議所でございます。初めてといいますか、

今までなかったところにこの柏崎商工会議所からの推薦というようなことだそうでござ

います。自宅は西本町に住んでおります。どうかよろしくお願いいたします。

◎伊比委員

伊比智でございます。４期目になります。柏崎市の西山町自治区からの推薦でござい

ます。よろしくお願いします。

◎川口委員

６番川口寛です。柏崎エネルギーフォーラムからの推薦でございます。松波町で農業

をやっております。よろしくお願いいたします。

◎桑原委員

こんばんは、荒浜町内会からまいりました。初めて今年から勤めさせていただきます

桑原でございます。町内会では幹事で７年目をやらせていただいております。初めてで

よくわかりませんが、勉強をしながらやっていきたいと思っております。よろしくお願

いします。

◎佐藤（幸）委員

こんばんは、失礼いたします。くらしをみつめる・・・柏桃の輪から推薦された佐藤

幸子と申します、よろしくお願いいたします。私は賛成派でも反対派でもありませんで

すが、正しく知って、正しく怖がるということをモットーに学んでいきたいと思います。

地域の会で学んだことを皆様にお伝えできれば幸いと思っております。よろしくお願い

いたします。

◎佐藤（直）委員

おばんです。佐藤直弘でございます。推薦団体は刈羽村区長連絡協議会ということで、

輪番制で、私自身は刈羽村の刈羽集落の区長ということでございます。初めてなんです

がよろしくお願いします。
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◎佐藤（正）委員

皆さんこんばんは、高浜三町内、宮川、大湊、椎谷から推薦をいただいて出ておりま

す。椎谷の佐藤正幸と申します。どうぞよろしくお願いします。

◎高桑委員

ごめんください、初めて参加いたします、高桑千恵と申します。所属は原発反対刈羽

村を守る会から出ております。初めてですが、よろしくお願いしたいと思います。

◎高橋（優）委員

ごめんください、私は１４番の高橋優一といいます。推薦団体は原発問題を考える柏

崎刈羽地域連絡センターといいます。これからもしっかりと、また勉強をしていきたい

と思います。よろしくお願いいたします。住まいは南半田です。

◎滝沢委員

ごめんください、滝沢と申します。推薦団体は西山町自治区から推薦をいただいてお

ります。今年で２年目になります。よろしくお願いいたします。

◎竹内委員

こんばんは、竹内一公と申します。所属は社団法人柏崎青年会議所ということで、今

回初めてになりますが、どうぞよろしくお願いいたします。原発立地地域に住む若者の

立場で発言できればと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。

◎武本（和）委員

柏崎刈羽原発反対地元三団体、以前は佐藤正幸さんがそこから出ていたんですが、佐

藤さんが高浜地区の町内会に移ったために私が横滑りしました武本和幸です。住んでい

るのは刈羽村です。

◎武本（昌）委員

皆さんこんばんは、武本昌之といいます。推薦団体は連合新潟地協です。出身はリケ

ン労働組合です。新人です。よろしくお願いします。

◎田中委員

西山町商工会女性部のほうから推薦されまして来ました、田中貞子と申します。初め

てなんですが、よろしくお願いいたします。

◎徳永委員

西山町地区からまいりました、徳永と申します。初めてです、よろしくお願いします。

◎中沢委員

こんばんは。私、原発問題を考える刈羽西山住民の会の推薦でおります中沢と申しま

す。よろしくお願いします。地域の会は、発足当時からで今度９年目になります。原発

のことはなかなか難しくて、いつも勉強不足であることを痛感しているわけですが、新

しい年度に向けて、また一層頑張っていきたいと思います。よろしくお願いします。

◎三井田委員

柏崎市コミュニティ推進協議会からの推薦で、私、会長をやっておるわけですけども、

三井田徳之助と申します。私は、原発関係は東芝さんの原子力本部が霞ヶ関にあったこ

ろ若干関わっていまして、日本原電とかいろいろ関わったこともございますので、非常

にここの会の話は、こういう言い方はちょっと悪いんですけど、おもしろいと思ってお

ります。よろしくお願いします。
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◎吉野委員

２４番の吉野信哉と申します。推薦団体はプルサーマルを考える医療者の会から出て

います。昔、少し放射能をいじったことがあったりしまして、それの忍び寄ってくるよ

うな恐ろしさということを痛感して、いろいろ活動をしてきたわけですけども、この度、

福島みたいなことが、あってはならないことが起こったので、このようなことが二度と

起こらないようにするために全力で頑張りたいと思っております。よろしくお願いしま

す。

◎渡辺委員

こんばんは、刈羽村商工会所属の渡辺芳樹です。よろしくお願いします。

◎事務局

ありがとうございました。まだお見えにならない委員がお二人いらっしゃいますけれ

ど、またお見えになったところでごあいさつ願いたいと思います。

それでは、次に役員の選出でございますけれども、会則第８条の規定では正副会長は

委員の互選ということになっておりますが、いかが取り扱いましょうか。

◎川口委員

本来なら、会長・副会長は期が変わって新しい人になったほうがいいと思うのですけ

ど、今の状態ですと本当に非常時ということで、いろいろこれから、津波も大変なんで、

会長、副会長留任という、会長新野良子さん、副会長佐藤正幸さん留任ということで、

できたらお願いしたいなと思いますけど、いかがでしょうか。

◎事務局

今、留任ということでご発言がございましたが、いかがでございましょうか。

（異議なし）

◎事務局

それではご異議なしという声がございますが、よろしければ拍手でもってご承認いた

だければと思います。

（拍手）

◎事務局

ありがとうございました。

それでは、会長には新野良子様、副会長には佐藤正幸様からご就任いただきたいと思

います。

なお、運営委員につきましては、後日会長から指名をさせていただくことになってお

りますので、指名をされました委員の方におかれましては、お引き受けいただけますよ

うお願いいたします。

それでは新野会長さん、佐藤副会長さん、席にお着きいただきまして、進行のほうを

お願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。

◎新野議長

今、ご指名をいただきました新野良子です。長くなりまして、本来でしたら新しい風

が入るほうが好ましいかとは思うのですが、先ほど、川口委員からご指摘のとおりの事

態ですので、微力ですがもう少し続けさせていただければと思います。

会長になりますと議長職をさせていただいていまして、２年目からずっと議長をさせ
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ていただいています。

私はもともと賛成でも反対でもなくて、自分で得た情報の中から自分の生きる道を判

断してきた。子どものときからそうしてきましたので、何となくその路線でずっと来て

います。ここの会のやっていることは、私の中では、生活の中ではとても自然体なんで

すね。そうしてみると、今回の福島の事故、震災のあとの原発問題ですが、一生懸命議

長としていろんな方の意見を出していただきながら、それをオブザーバーの方に聞いて

いただいて、何とかよりよい形の施策につなげていただきたいという思いで８年間続け

て来たわけですけれど、皆さん、事故後、メディアをとおしてですが、東京電力さんと

か国の方たち、政治をつかさどる方たちの発言と行動を見ていますと、とても地域の会

が要望していたことがやはりまだ全然実っていない実態が浮き彫りでした。それはいろ

んな意味ですが、やはり国民に声が届かないということが一番大きいかと思います。

一生懸命やってはきたし、いろいろ規約はある中でやらせていただきましたけれど、

これから新しい委員さんとともに、規約は変えないけれど何かしら新しいやり方を模索

する必要があるのではないかと、個人的には思っています。また新しい住民の、この新

しい会になるように努力させていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。

◎佐藤（正）委員

副会長に選任をいただきました佐藤と申します。私は、椎谷の町内会長をしておりま

す。ですから今回の福島のあの事故を受けてですね、私が町内会長だったら、何をどん

なふうにすればいいのかなという、そんなことだけがずっと頭に巡ってきまして、大変

な問題だなという、そんなことを受けとめながら今も日常的に考えております。

そういう意味で、いろんなことを皆さんとともに議論していければいいなというふう

に思っていますので、よろしくお願いしたいと思います。

◎新野議長

これからは定例会に入らせていただくのですが、新年度を迎えまして、新たに委嘱を

されました、私たち今年から初めて２５名の定員満杯の委員をいただいて、仕事をさせ

ていただくことができます。それに当たり、委嘱をしていただく母体であるこの広報セ

ンターの理事長、副理事長様をいつもお迎えして、私どもの初心をしっかり植えつけて

いただくためにお言葉をいつもいただくんですが、２年前にもそうさせていただいたの

ですが、今年は盛りだくさんなので、本当は３０分ずつお話しいただきたいということ

で、たしか情報共有会議のときに、内々でそんな案もあって、打診もさせていただいた

か思うのですが、残念ながら少し時間は短くなりますけれど、それこそ短い時間ですが

お言葉をいただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

柏崎市長の会田市長さんからお願いできますか。理事長さんですね。

◎会田理事長（柏崎市長）

どうも皆様こんばんは。大変ご苦労様でございます。

先ほどは、第５期目になるわけでございますけども、この地域の会の委員の皆さんに

は、石坂さんに代表していただきましたが、委嘱状を差し上げたところでございます。

皆様方には、それぞれいろいろとご予定もおありかと思いますが、この委員をお引き受

けいただいましたことに、まずもって御礼を申し上げたいというふうに思っております。

委員は２５名おられますけれども、そのうち１５名の方が再任をお願いした方であり
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ます。それから１０名の方が新しく委員になられたということでございますが、どうか

これから２年間、よろしくお願いを申し上げたいというふうに思っております。

では、座らせていただいて、すみません。

１５分の時間をいただいておりますが、短ければ短いほどいいなと思って、今日は私

参ったわけでありますので、時間にならないうちにやめたいと思いますが、一言だけご

あいさつをかねて申し上げたいというふうに思っています。

御承知のように、この東日本大震災によります地震と津波の影響を受けて、安全だと

されてまいりました原子力発電所でございますが、福島第一原発で本来起こり得ないと

されてきた事故が起こったと。今なお深刻な事態が続いているというふうに理解をして

おります。関係者の皆様方がまさに命がけで、今、大変頑張っておられるところであり

ますけれども、残念ながらまだ収束のめどが立っていないのではないかなというふうに

懸念をしております。

このことにつきましては、原子力発電所の安全確保に一元的な責任を有しているとい

うふうに私どもは理解をしております国、これを信頼をしてきた立地自治体としては、

大変強い衝撃を受けているところでございます。また市民の皆さんの不安も、これまで

になく、今、高まっているのではないかと。そういう意味で、この原子力発電所の安全

性に対する信頼が今大きく揺らいでいると言わざるを得ないと思っております。

それだけにこの柏崎刈羽原子力発電所立地地域の皆様方に参画をしていただいて、こ

の発電所の安全性そして透明性、これを確保するために事業者の皆さんの取り組みなど

について、監視あるいは確認、それからまた提言、こういったことを行って、この発電

所の安全を確保しようと、こういったことを目的としているのが、この透明性を確保す

る地域の会の役割でございますけれども、その意味と言いますか、その役割が非常にこ

れまで以上に重要になってきているのではないかというふうに思っております。そうい

う意味でも、どうか今ほどもいろいろごあいさつがございましたけれども、それぞれの

立場からぜひ忌憚のないご意見、あるいはご提言等をお出しいただいて、積極的な取り

組みをお願いをしたいというふうに思っておりますので、どうかよろしくお願いを申し

上げます。

現在、国においては、緊急安全対策ということで、直ちに講ずべき短期対策、それか

ら中期的というのですか中長期的というのでしょうか、中期的に信頼性を高めるための

計画、こういったことにつきまして各電力会社に対して提示をし、それらについての評

価をされております。先ほどもちょっとご紹介がありましたが、お手元に配られている

資料の中に、「海江田経済産業大臣の談話」という形で載っているところでありますけ

れども、それらについてのこれまでのまとめといいますか、現段階における国の考え方

が示されているところでございまして、今申し上げた緊急安全対策については、適切に

措置をされているという国の、大臣の談話が出されているところでございます。

そういったことでありますけども、しかしながら、まず私ども考えますのに、今の福

島第一原発の事故の収束、これがもちろん申し上げるまでもなく何よりも重要だという

ふうに思っているわけでございまして、収束に至る工程表も既に発表されて、関係者が

それに基づいて懸命な努力をされておられるわけでございますけれども、一日も早い収

束が臨まれると。それが最優先課題であろうというふうに思っております。
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そのようなことでございますけれども、今回の事故の原因究明、あるいは事故に対し

てこの間とられてきた措置、あるいはさまざまな対応がございますが、こういったこと

の徹底的な検証が、今後、必要になってくるだろうと。そして、そういった作業を通じ

て、今後の原子力発電所の事故の再発防止策、発電所の安全対策、あるいは安全基準そ

のものの抜本的な見直し、これが避けられないというふうに思っております。

さらに申し上げれば、この原子力発電所の安全対策は、一元的に国が責任を有してい

るということでございますので、そういう意味では、この度、菅総理大臣がこの福島原

発の事故に関して、事業者とともに国策として原子力政策を進めてきた、国にもこの事

故を防ぎ得なかった大きな責任があるということで、その責任を認めたということにつ

いては、私は評価というとおかしいのかもしれませんけども、そういったことで国によ

る責任者として謝罪をされたということについては、一定の評価をしたいというふうに

思っているわけであります。

これまで、原子力安全・保安院の分離独立を含めた、この国の安全規制体制の確立と

いうことも、私ども求めて参ったわけでございますけれども、今回の事故を踏まえて、

国がその一元的な責任を果たせるよう、この安全規制体制の全面的な見直しを求めてま

いりたいというふうに思っているところでございます。

先月、被災地でございます福島県、宮城県にお見舞いも兼ねて、特に原発立地の自治

体を回ってまいりました。福島第一、第二原発が立地をしております福島県の双葉町、

大熊町、富岡町、楢葉町のそれぞれの避難先にも行ってまいりましたけれども、多くの

町民の皆さんと一緒に、町の役場そのものが避難をしていると。他の自治体の公共施設

などに避難をされて、今なお大変厳しい避難生活を送っておられるわけであります。

各町長さんからのお話を少し伺いましたけれども、この度の原発事故によりましては、

情報がほとんど入ってこなかったということの中で、混乱をしながら、自治体独自で判

断せざるを得なかったと。しかも時間的余裕のない中で、着の身着のまま避難せざるを

得なかったと。また道路が非常に渋滞をして、避難そのものが大変な難渋をした状態で

あったというふうなこと。それから、その後も何カ所も避難先を点々とせざるを得なか

った等々のいろんなお話も伺ってきたところでございます。

これらの話も踏まえますと、原発の安全性の確保、これはもちろん第一でございます

けれども、それでも万一の場合を考えますと、原子力防災計画の見直しも当然のことな

がら必要であろうというふうに考えているとことでございまして、これから作業になり

ますが、いわゆるＥＰＺですね。原子力防災対策を重点的に充実すべき地域の範囲、こ

の１０キロ圏というこの問題も既に２０キロ、３０キロにまで、今、影響が及んでいる

わけでございますし、オフサイトセンターそのものも、十分な機能を果たすことができ

なかったと。あるいは、緊急時の迅速放射能影響予測ネットワークシステムであります、

ＳＰＥＥＤＩ（スピーディ）も機能しなかった。あるいは、非常にこれが遅れて出てき

ているというふうなこと。それから、先ほど申し上げました、いろんな避難の問題。避

難の方法なり避難先、こういったことも含めて、今の原子力防災計画では不十分なとこ

ろが随所に出てきていることはもう明らかでございますので。既に新潟県のほうで中心

になってその作業が進められておりますが、見直しを進める必要があるというふうに思

っております。
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原発事故で避難を余儀なくされている福島県の皆さんは、まだ当分帰れるあてがない

わけでありますが、先ほど申し上げた全町避難先の状況を拝見しますと、プライバシー

もない、不自由で不便な避難所生活を強いられているという状況が、いまだに続いてい

るわけでございますけれども、このような被災者の皆さんへの息の長い支援が必要であ

ろうというふうに思っておりますし、この柏崎刈羽原子力発電所が同じような事態に陥

らないように、国や事業者には安全の確保をしっかりお願いをしなければならないわけ

でありますし、私どもとしても、そのためには何が必要なのかということもしっかり見

きわめていく必要があるというふうに考えております。

今回の事故によって、原発の、言ってみれば安全神話というものが崩れ去ったわけで

ありますし、何事にもそうでありますが、絶対安全ということはないのだということで

あります。万一の場合でも、とんでもない事態にならないようにするにはどうしたらよ

いかということも含めて、今後のさまざまな対策をどうあるべきか。国においてもその

点を明確にしながら、今後きちんとした対応をお願いをしていかなければいけないとい

うふうに考えているところでございます。

また、我が国のエネルギー政策の見直し、あるいは原発に依存したエネルギー計画の

見直しも避けられないというふうに思いますし、そのことは同時に、私どものライフス

タイルの見直しをも迫るものだというふうに考えております。今後の国のエネルギー政

策の見直し方針、これが恐らく今後出されてくるのではないかと思いますが、これらを

踏まえて、この柏崎刈羽原子力発電所のあり方についてもその方向づけがされてくるも

のというふうに思っておりますし、そのことについては、市民の皆さんの今後の判断・

選択にゆだねられるものというふうにも考えております。

この地域の会におかれましても、冒頭申し上げましたが、原子力発電所の透明性・安

全性を確保するために、発電所の影響等の確認・監視のほかに、今、申し上げましたさ

まざまな課題や論点についても、大いに議論あるいは提言等をいただきまして、その役

割を果たしていただければありがたいというふうに期待をいたしておるところでござい

ますので、どうかよろしくお願いを申し上げます。

私のほうからは以上でございます。どうもありがとうございました。よろしくお願い

いたします。

◎新野議長

ありがとうございました。随分短い時間でしたけれど、何か盛りだくさんにいただき

ました。刈羽村長さんである副理事長さんですか。よろしくお願いいたします。

◎品田理事（刈羽村長）

皆さんこんばんは。２５名の皆さんから快く委嘱を受けていただきまして、９年目に

なるこの会、私は非常に価値のある会だというふうに評価をしているところですけども、

また新しい期が今日スタートできることを大変うれしく、ありがたく思っているところ

であります。

また、新野会長、佐藤副会長には大役をまた引き続きお引き受けいただくということ

で、刈羽村としてはですね、もちろん市もそうだと思いますが、全面的にバックアップ

をいたしますし、価値ある活動をこの中で展開していっていただきたいと、そんなふう

に思っているところでございます。
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それでは、ちょっと話をさせていただこうと思います。ちなみに、私、副理事長では

ありませんで。ただの平理事でございます。

この原子力広報センターというのは、会田市長さんが理事長で、県の防災局長が副理

事長、私と出雲崎の町長さんが理事というような構成になっております。

実はですね、今日から交通安全週間が始まりました。毎年、朝７時から８時まで街頭

立哨しようということで引っ張り出されて、定点観測をずっとこの１０年間やってきた

んですけども、今年が何か違和感があるんですね。車が少ない。ちょうど１１６号線の、

刈羽小学校の角の交差点に立つんですけれども、非常に車が少ないんです。景気が悪い

とか、いろんなことがあると思いますし、それと、今ちょっと副所長さんに確認もした

んですけれど、原子力発電所関係の工事車両といいますか、作業員の皆さんが乗ってく

るような車があんまり、ほとんどと言っていいほど見当たらなかった。そんな感じがし

て、今ちょっと福島で忙しいわけで、仕事も少ないのかなというように感じて、非常な

違和感を、今朝、感じたところであります。

東京電力さん、発電所の実態、そしてこれからの対処、それはプロである皆さんにお

任せをしたいと思いますが、今日は自己紹介の中で少し伺ったのが、賛成・反対という

言葉がありましたですね。「原発に賛成、原発に反対」、これは全く私は言葉が足りな

いというふうに思っています。電力をどうやって確保するかという中で、原子力発電と

いう手段を我々は、今、全体の発電量の３割と言われていますが、我々はそれを選択を

してきました。これは民主的な手続によって選択をされてきたんだと私は思います。で

すから、原発賛成、原発反対というならば、正確には「電力を得る手段として、原子力

を使うことに賛成」、「電力を得る手段として、原子力を使うことに反対」ということ

がスタンスをあらわす言葉になるべきだろうと私は常々思っています。

そんな考え方をずっと持っていて、この地域の会にも、やっぱりそういう論点まで踏

み込んでもらいたいなと常々思っています。ただ会長さんのお話によりますと、なかな

かそこまで到達しづらいというようなことで、いろんなトラブルだとか、いろんなトピ

ックスが安全という言葉をキーワードに、次から次へと起きてくる昨今なので、その福

島の以前も、そういったことにどうしても話が集中しがちだということ、わからなくあ

りませんけれども、ぜひとも、最後はまとめでお話をしたいと思いますが、ここは立地

点でありまして、世間、ちまたでいろんな原子力発電ということに対するものの見方、

それからエネルギー確保に対する考え方が言われていますけれども、原子力立地点とし

て、そこにきちんとした地元の、私たちの考え方を発信していくということは、すごく

大事なことだと、特に今、思っておりますので、そんなところにまで踏み込んで議論を

してもらいたいなというふうに私は思っています。

それから、エネルギー電力の確保の手段としてということをお話ししましたが、今ま

では停電というのもほとんどありませんでした。東京電力管内の平成１２年でしたか、

全号機が止まったときも、何とかやりくりをしていけたわけでありまして、広く社会は、

電気が足りないという状況を経験したことはありません。ところが、今回はまさに目の

前で、計画停電という形で電気がズバンと消えることが起きました。それで、特に首都

圏の皆さんは、電力の確保、電力供給について、スイッチを入れればつくと思っていた

物が、スイッチを入れるだけで使えると思っていた物が使えないという状況がわかった
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わけで、それが日常の暮らしばかりではなくて、産業にも非常に大きな影響を与えるこ

とがみんながよくわかったわけですよね。

そういう中で、中部電力の浜岡、とまることになりました。明日からですかね。明日、

明後日というような状況で全号機が停止しますけども、これにいち早く反応したのがト

ヨタ自動車。今度は休日、土日に工場を動かすと。そういう対処、それも知恵の一つだ

とは思いますけれども、そういったことが、ひいては、日本の経済力とばかりは言いま

せん、日本の国力を、どう言いますか、向上をさせることにはなかなかなりにくいとは

思うのですが、結果として失業だとか、景気の不安だとか、そういったところに行って

しまうと、我々は一体、何を守っているのだという話にもなりかねないと思います。

もちろん、原子力発電所は安全に運転してもらわなければ困るわけですけれども、安

全というのは、日々の暮らしの安全のことだと言わざるを得ないと思うんです。トータ

ルで考えてどういう判断をしていくかということを考えないと、嫌なものはと言います

か、嫌なものはという言い方はおかしいですね、よくないな。よくないものは、例えば

飛行機は落ちるから飛ばすなとか、そんな結論にはならないわけで、原子力発電所も、

やっぱり社会の中で、我々が今までの歴史の中で必要としてきたものであるという前提

に立って、安定に運転するために必要なこと、それをきちんと確保していくということ

が大事で、そういったことができないと社会不安が起きる。社会が混乱をするという現

実が、今回の大震災を契機に、よく社会に知れ渡ったということが言えると私は思いま

す。

それと同時に政治力ですね。政治のあり方と言ったらいいのでしょうか、それと日本

の技術力、そういったものが、今、広く世界からまさに注目を集めているところだと思

います。この国難とも言うべき事態を、政治そして技術、そういったものを結集してど

うやって乗り越えていくかというのが、今、我々に課された課題だというふうに考えて

います。

それと、一つ、安全・安心。さっきも言いましたが、反対・賛成という言葉に包含さ

れる中身に、やっぱり技術に対する信頼とか、民主的な手続を経たとはいえ、その判断、

結論に対する信頼、そういったものがないとなかなかいろんな計画はうまく進まないの

だと思いますけれども、何を手段として選択するかというのは民主的な手続で、選択は

できると思いますが、科学的にそれが、どういったらいいのでしょうか、大丈夫な技術

か、大丈夫ではない技術か。科学的なデータというのは民主的な手続では絶対に決まり

ません。そういった前提に立っていろんな事象は見るべきだろうというふうに思います。

さっき、夕刻のテレビで、これは全国版の番組だったのですけれども、立地点の原子

力依存といいますか、原発財源とか言われるのがあるわけですよ。交付金だとか固定資

産税があるわけですけれども、そういったものが立地点としては欲しくて、交付金中毒

になる。そういった原発財源中毒になっていて、それでその裏側に、こういう福島であ

ったような、そういうリスクを抱えているのだというふうな、キャスターが報道してい

ましたけれど、ふざけるなと私は思いました。

原子力発電というのは確かにリスクはあるかもしれませんけれども、広く社会の安定

のためにあるわけで、我々がその原発財源を稼ぐためにそこにあるのでは決してありま

せん。そういう曲がった考え方と言っていいと思うのですけども、そういう考え方で報
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道なりされることについては、非常に私は憤慨をしているところであります。

過日も、福島の避難をしている皆さんの中に、インタビューに答えて、我々が首都圏

の電力供給を担ってきて、頑張ってきてこうなってしまったけれども、これについて東

京の皆さん、東京に住んでいる人たちからがたがた言われたくない。そういうコメント

がありました。まさにそういう気持ちよくわかりますね。我々、立地点にいる人間はも

ちろんのこと、広く社会、社会の安定のためにエネルギーをどう確保していくかという

ことが大事で、その全段となる原子力発電所の安定運転の全段となるのが、言わずもが

な、安全の確保ということであります。

そこにあるプラントは、安全かどうかということを実験するプラントでは決してあり

ません。それはここは商業炉ですからね、実証炉とかその前の研究炉とかいう段階でい

ろんなことが研究をされてきたわけで、ここのプラントについて安全か危ないか、盲目

的に安全だと信じるということは私はよくないと思いますけれども、そういった安全確

保のためにプラントがあるのではなくて、ここの発電所は電気をつくるために存在をし

ているという厳然たる事実をもとに、どうかそこのところに考え方の軸足、二本足だと

したら、片足はそこに置いて、いろんなことを議論していただきたいなというふうに私

は考えました。

もう１回改めてお願いをしたいと思いますけれども、その夕刻のテレビで、そういう

報道はされた、いろんな人がそういう見方をしている、しかし計画停電や中部電力の浜

岡の停止がこれから引き起こすであろうさまざまなこと、そういったことを踏まえて国

民が新しいステージに進まなければいけないということだと思います。立地点として、

そういうものの考え方について苦言を呈したり、我々は原発財源と引き替えに、原発が

そこにあるんだ、考えていないよということを、しっかりと発信していくことは非常に

価値あることだと思います。

それから、一つ言い忘れましたが、１Ｆの大惨事も大きな教訓として残りましたが、

同時に２Ｆが見事に冷温停止状態、安全な状態でとまりました。この辺にもヒューマン

ドキュメントがきっとあると思うのです。そういったことは、これから徐々に明らかに

なってくるわけですけども、その過程で皆さん方も、私もいろんなことを考えると恐ら

く思いますが、このエネルギー供給、エネルギーなくして今の社会は全体に存続できま

せん。これは断言をしていいと思いますが、これからどういう社会をつくっていく。そ

のために、どういう手段を、どういうプロセスを経て確保していくのか。そういったこ

とに、この会の議論が発展していくようになれば、大変私はありがたいと思っておりま

すし、新野会長も耳にたこができるほどお話ししましたですかね、難しい議論かもしれ

ませんが、皆様方にはどうか頑張って、いい議論をしていただきたいというふうに思い

ます。

改めて申し上げますけれども、県・市・村を挙げて、この会の活動を全面的に応援し

ていきたい。何か知事に成りかわって言うようで申しわけないですけども、ぜひとも皆

さんの活躍、よろしくお願いをして話を終わりたいと思います。ありがとうございまし

た、よろしくお願いします。

◎新野議長

広報センターの理事さんでした。ありがとうございました。
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所用がおありだそうで、お忙しいところお二方ありがとうございました。またよろし

くお願いいたします。

では、これからが本来の定例会に入らせていただくことになります。申し遅れました

けれど、今日は１１日なので被災から丸２カ月ですね。たまたま偶然なんですが、何か

重いものを背負ったような感覚が、皆さんはもう当然、委員になられたときから、そう

自覚していただいているのではないかと思うのですが、まさにそういう節目ですので、

でも重いといっても住民でやれることをやっていただくというだけの会ですので、その

範疇で十分に活動していただければと思います。

できましたら、それぞれの母体、推薦母体はおありでしょうけれど、そこから逃れて

いただいて、それぞれが一住民としてご発言をいただくことを、その会、その会で肝に

銘じていただければと思います。それぞれの母体で関わりはさまざまですが、これはそ

れぞれの母体の主張する会ではなくて、住民としてさまざまな事象に対してどう思うの

かということを、生にオブザーバーの方にお伝えをしたりすることが、オブザーバーに

とってはいい、直接の情報源になります。

冒頭、議長をさせていただきながら、いろいろ反省をしたというような短い言葉を発

言しましたけれど、真意は、何ていうのでしょうか、一生懸命やってきたけれど、オブ

ザーバーにとって、私たちの思いが伝わるような発言をしてきたのだろうかということ

と、オブザーバーの方が、私どもに納得が得られるような、よく理解できるような説明

をしてくだすってたんだろうかということに、非常に課題が大きいかと思います。賛

成・反対というのではなくて、それぞれが理解をしあう場でもありますので、そういう

意味で、少しずれた会話があったのではないだろうか。それには組織の関わりとして、

個人としてはわかりあっても、組織の方となると、なかなか住民の前では１００％語れ

ないという課題が宿命としておありだったのかと思いますが、今回の福島のことを考え

ますと、やはりそこで私たちが限界かなと感じてしまったことが、今回の問題も、何か

私たちの思ってもみないというか、そういうことにつながっているような気もいたしま

す。

ですので、あきらめないでお互いに向き合って、きちんと納得のいく会話をするべき

だったろうと思いますし、これからはできればそういう形にはどういうことが必要なの

かというふうに皆さんに考えていただきながら、時間を共有させていただければと願っ

ております。

では、前回からの動きに入らせていただきます。何回か前の定例会から、一番最初に

は当事者である東京電力の方からのご説明ということで始まっていますので、今回もそ

う始めさせていただきます。では、電力さんお願いいたします。

◎長野副所長（東京電力）

東京電力の長野と申します。毎月の定例会で、前回の定例会以降、公表させていただ

いた案件についてご報告をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。

本日は、新委員さんが入られての最初の定例会でございますので、最初に発電所長の

横村よりごあいさつ申し上げます。

◎横村所長（東京電力）

東京電力柏崎刈羽原子力発電所長の横村でございます。どうぞよろしくお願いをいた
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します。

この度の福島第一原発の事故、それから、その結果といたしましての放射能の放出、

こういったもので皆様方には大変なご心配・ご迷惑をおかけしているところでございま

す。改めておわびを申し上げたいと思います。本当にどうも申しわけございません。

また、地域の会の皆様には、この震災以前から、非常にこの発電所運営に対しまして

貴重なご意見を多数賜っておりまして、心より御礼を申し上げたいというところでござ

います。

今、発電所では、この発電所の安全・安定運転はもちろん第一としながらも、福島の

第一の事故を一刻も早く収束させるべく、必要な支援を行っているところではございま

すけれども、さらにそれに加えまして、この柏崎で津波が来たらどうするのだろうとい

うところにつきましても、緊急安全対策も含めまして、もろもろ検討を行い、またそう

いったものを配備し、あるいは訓練をしているといったような状況でございます。

私ども、中越地震あるいは中越沖地震などを経験いたしまして、災害に強い世界に誇

れる発電所づくりということを目標に発電所運営に取り組んでまいりましたが、まさに

その真価がこれからも問われる、まさに問われるところだというふうに、心決めて取り

組んでいるところでございます。今後とも、どうぞご理解とご指導を賜りますればとい

うふうに思いますので、よろしくお願いしたいと思います。どうもありがとうございま

す。

それでは、長野のほうから説明をさせていただきます。

◎長野副所長（東京電力）

お手元に座席表ということで配っていただいておりますが、私ども東京電力から１１

人お邪魔させていただいております。本店のほうから、今日は本店の原子力立地本部の

副本部長であります石崎も出席させていただいておりますので、よろしくお願いいたし

ます。

それでは、前回以降の動きについてご説明をいたします。資料のほうは、少し分厚い

資料ですが、表題に「第９５回「地域の会」定例会資料」ということで記載をさせてい

ただいている資料でございます。こちらのほうをご覧をいただきたいと思います。右上

のところに東京電力ということで書かせていただいている資料でございます。よろしい

ですか。

最初ですので、簡単に資料の構成を申し上げますと、前回定例会以降、発電所で公表

をさせていただいた案件を、まず１枚目に件名だけを載せております。件名の後ろのほ

うに、括弧で何ページと書いておりますが、その該当のページのところを見ていただく

と、その件名のプレス分を添付してあるというような形になっておりますので、よろし

くお願いいたします。

たくさんありますが、全部はご説明いたしません。この中からその月々で幾つかをご

紹介するというような形でやらせていただいておりますので、よろしくお願いいたしま

す。

今日は、ご説明の中心は、福島の事故の状況と、それを踏まえた当発電所の津波対策、

これらを中心にご説明をさせていただきます。

その前に、不適合で公表区分のⅡというのが１件ございましたので、これについてご
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説明をいたします。この公表区分というのは、表紙の裏側の下に括弧で囲って解説をさ

せていただいていますが、運転保守管理上、重要な事象の順番に、Ⅰ、Ⅱ、Ⅲというこ

とで区分をして公表をさせていただいているものです。今回、区分のⅡというのがござ

いましたので簡単にご説明をいたします。

資料のほうの下にページが振ってございます。２ページをまずご覧いただきたいと思

います。２ページのほうに、残留熱除去系系統図ということで載せさせていただいてお

りますが、これはどういう系統かと言いますと、３ページの不適合の概要のところの米

印１に、低圧注水系ということで解説をさせていただいておりますが、非常時に原子炉

のほうに冷却水を注入するための系統でございまして、そのうちの低圧の系統を図示し

たものでございます。低圧の系統は３系統ございまして、重要な設備でございますので

月に１回定例試験を行っております。この定例試験において、三つのうちの系統の一つ

の弁で動作不良があったというものでございます。動作不良の調査をしたところ、弁を

動かす電源設備に故障があったということで、部品を取りかえて修理をしているという

ことでございます。なぜ故障したのかについては、現在、調査を行っているという状況

でございます。

それでは、説明者交代いたしますが、今パワーポイントのほうが写りましたが、お手

元にも資料をお配りしてございますが、福島第一の状況と、当発電所の津波対策という

ことでご説明をさせていただきます。

◎西田技術担当（東京電力）

発電所で、技術担当をしております西田と申します。お手元にパワーポイントの打ち

出しでこういった紙が配ってあるかと思います。こちらと同じものを画面のほうに出し

ます。どちらか見やすいほうを見ていただければと思います。まず最初に福島第一原子

力発電所の事故の状況について説明させていただきます。

まず、地震についてですけれども、３月１１日午後２時４６分ごろです。ここの時間

に発生いたしまして、宮城県では最大震度が７を記録しまして、福島第一、第二原子力

発電所が立地しております楢葉、富岡、大熊、双葉、こちらでは震度６強の揺れでした。

右の吹き出しのほうに書いてございますが、発電所での揺れの最大値です。暫定値で

はございますが、２号機の原子炉が入っている建物の最地下階で、水平方向で５５０ガ

ルという数字でした。ガルという単位は、地震による揺れの大きさをあらわす加速度の

単位で、建物などにどの程度力が加わったのかということをあらわす目安に使っており

ます。

次に、この図ですけれども、福島第一原子力発電所は全部で６基の原子炉がございま

す。地震のときには１、２、３号機が運転中、４、５、６号機は定期検査で停止中でし

た。

この図は３号機の場合をあらわしております。原子炉は、地震で建物が揺れますと、

一定の大きさ以上でとまるようになっておりまして、今回は自動で停止をいたしました。

同時に送電設備に損傷があったことから、外部から電気を逆送をする、そういうことが

できなくなりましたので、非常用の電源として用意しておりますディーゼル発電機が自

動起動いたしました。ここまでは設計通りです。その後、津波が来まして、非常用のデ

ィーゼル発電機と非常用の電源設備、これが使えなくなりました。この状態でも交流の
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電源を使用しないで動きます冷却設備があります。これを使って原子炉に注水をして、

冷却し始めたんですけれども、バッテリーが切れまして、この機械がとまり、注水機能

が喪失をいたしました。

この結果、原子炉の水位が低下いたしまして、燃料が水面から露出いたしました。代

替の消化系のポンプというものを使いまして、原子炉へ注水するように努めましたが、

結果して水位回復はできず燃料が損傷して、核分裂生成物が放出をされました。

原子炉圧力容器の中で蒸気が発生いたしますと、この容器の中の圧力が高くなります

ので、その蒸気を外側にあります原子炉格納容器という容器の中へ逃がしてやります。

その中に溜めてあります大量の水で冷やしまして、蒸気を水に戻します。しかし、今回

この状態が続いたことから、原子炉格納容器の圧力が上昇いたしまして、格納容器が壊

れないように建物の外に圧力を逃がす操作、これを行いました。これをベント操作とい

うふうに言っております。左下にもう一つ書いてございますけれども、このとき同時に

燃料が高温になったことから、水と燃料の周りにあります金属、これが反応いたしまし

て水素が発生しました。この水素が原子炉の建物の最上階で爆発をいたしまして、建物

が損傷をしております。

この図が発電所を横から見た図になります。福島第一では津波の想定を最高５.７メ

ートルというふうにしておりました。今回の津波は１４から１５メートルの高さで、想

定を２倍以上、上回っていたことになります。全体的に地面に対して約四、五メートル

浸水したというようです。福島第二の津波は６.５メートルから７メートルの高さだっ

たようで、局所的に１、２号機の建物周辺と３号機の南側が浸水いたしました。このよ

うに、福島第一への津波と福島第二に津波。福島第一への津波のほうが影響が大きかっ

たということが確認されております。

上から見た写真がこちらになります。左側が福島第一、右側が福島第二です。福島第

一のほうは１号機から４号機、５、６号機、すべての建物が浸水いたしております。福

島第二のほうは海辺のほうの設備が浸水しましたが、原子炉やタービンの建物、これは

こちらになりますけれども、こちらは部分的に海水が遡上した状況で水が及んだ状態で

した。福島第二のほうは、現在４つの号機ともに安定した状態です。

福島第一のほうの状況をまとめたのがこの表になります。運転中だった１、２、３号

機につきましては、核分裂をとめる機能は設計どおりに働いたのですけれども、津波の

ために冷やすほうの機能が十分に働かず、現在、原子炉の中の燃料の冷却のために仮設

のポンプを使って、淡水を注入しております。また１号機から４号機の使用済み燃料プ

ールの中に保管している使用済み燃料、この冷却のために淡水による建物の上部からの

放水、または本設のラインからの注水を実施中です。放射性物質を閉じ込める機能も十

分ではなくて、１、２、３号機のタービンの建物の中に高濃度の汚染水が溜まっており

まして、これを復水器などへ排水をしているところです。このほか、１号機の格納容器

の中へ、水素爆発を防止するために窒素ガスを注入しております。今後２号機、３号機

へも注入する予定でおります。５、６号機のほうは、こちらは原子炉、プールともに冷

却ができており、安定した状態になっております。

こちらの写真が、福島第一で現在行われている各種対策を示したものです。まず左上

のこの写真ですけれども、こちらは発電所の地面の上に薬剤をまきまして、地面から放
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射性物質の再浮遊を防止しているところの写真です。

真ん中、上のこの写真、これはコンクリートポンプ車という特殊な車両で、建物の上

から使用済み燃料プールへ冷却用の水を放水しているところです。

左下と右下、こちらの写真は、海に漏れ出た放射性物質が広がらないように海辺に鉄

板やシルトフェンスという水中のカーテンになりますけれども、こちらを設置している

ところの写真になります。

こちらが福島第一の放射線の状況になります。発電所からの放射線の影響を監視する

ために発電所の周囲に放射線を測定する機械、モニタリングポストというふうに呼んで

いますけれども、この装置、実は事故当初は使えない状態でした。現在は復旧いたしま

して、この値が赤字で書いてございます。

右のグラフは、この地図の中のちょっと小さい字ですけれども西門というところの値

を時間を追って表示したものです。放射線は徐々に低くなってきているということがこ

ちらで読み取れるかと思います。

今後の事故収束に向けました作業予定を、場所ごとに書き込んだのがこの図になりま

す。原子炉の冷却は、現在淡水を注入しておりますが、今後は熱交換器を設置しまして

安定的な冷却ができるようにいたします。現在は１号機のほうで、燃料上部まで水で満

たす作業を進めております。あと使用済み燃料プールについても、現在、淡水を注水し

ていますけれども、循環冷却システムを復旧いたしまして安定的な冷却ができるように

していきます。あと滞留水、こちらのほうに溜まっている水ですけども、こういった滞

留水については、現在、保管場所を順次、確保している状況ですけれども、今後は浄化

できるようにいたしまして、再利用することで全体量を減少させていくようにいたしま

す。大気や土壌については、現在がれきの撤去や飛散防止剤をまいていますけれども、

これを継続するとともに、今後はこちらにちょっと別の絵が描いてありますけれども、

原子炉建屋にカバーをつけて、放射性物質の放出抑制を行います。

ここからは、柏崎刈羽原子力発電所での津波対策について説明させていただきます。

ちょっと込み入った図ですけれども、この図が想定を越えた津波に対する安全対策の概

要になります。津波によりまして、三つの機能、全交流電源、原子炉の冷却機能、使用

済み燃料プールの冷却機能、これらすべてが失われた場合におきまして、これの変わり

になる手段を用意するということで、安全が確保できるようさまざまな安全対策を施し

ました。原子炉と使用済み燃料プール、これが原子炉になります、こちらが使用済み燃

料プールになります。ここに冷たい水を供給する、そのための機械をどう動かすか、こ

れがキーになります。電源が使えない場合は電源車を用意し、ポンプが使えない場合は

予備のポンプ、水中ポンプや消防車、こういったものを用意しておきます。水について

も、淡水が使えない場合には海水を使えるようにします。

順に説明していきます。まず全交流電源。こちらにありますが、全交流電源の喪失時

の電源の確保についてです。これと同じ図が後ほど何回か出てまいります。こちらがそ

の図ですけれども、冷却除熱機能の確保といった項目です。こういったための対策です

けれども、原子炉と使用済み燃料プールの冷却に必要な水、これを供給するために必要

な機器に電気を供給するようにできるようにいたします。電源車を原子炉建屋の脇に配

置しまして、仮設のケーブルをつなぎ込むことで電気を供給します。そのために必要な
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機材、用意しました機材はこちらに整理して書かせていただきました。

次に、原子炉への注水と冷却機能の強化について説明します。こちらの図になります

けども、津波で使えなくなった機械のかわりにほう酸水注入系のポンプ、あと補給水系

のポンプ。こういったポンプで原子炉へ注水をいたします。このポンプへの電源は先ほ

どの電源車を使います。このほか、万一このポンプが動かないということも想定いたし

まして、ディーゼルで動くポンプ、こういったものや消防車、こういった設備で注入で

きるようにいたしました。

冷却に使う淡水水源です。こちら大きなタンクをあらわしていますけども、この水源

の確保といたしまして、この中の水がなくなった場合ですけども、発電所のこの建物の

外側に貯水槽がありまして、この純粋移送ポンプといったポンプを使ったり、ディーゼ

ルで動くポンプ、こういったものを使って外側から内側のタンクへ水を供給する、こう

いったことができるようにいたしました。

続きまして、原子炉格納容器の減圧機能の確保といったことをご紹介したいと思いま

す。原子炉格納容器の圧力が、この格納容器はこちらになりますが、この中の圧力が高

くなったとき、この高くなった圧力によって容器が壊れないようにするために、圧力を

抜くための配管が用意してあります。途中に弁が幾つかあります。この弁が開かないと

いう場合を想定いたしまして、この弁を開けるために必要な電気や高圧ガスを供給でき

るようにいたします。電源車や代替となる窒素ボンベ、こういったものを用意して弁が

開けられるようにいたしました。

次に、使用済み燃料プールの冷却についてです。原子炉と同様に使用済み燃料プール

への注水についても、電源車をつないで代替のポンプを使ったり、ディーゼル駆動の消

化ポンプ、あと消防車、そういったもので注水する手段を確保いたしました。消防車は

予備も含めまして８台確保いたしました。

次に、熱を除去するための対策になります。熱は基本的に海へ逃がします。そのため

に海水をくみ上げるためのポンプが用意されていますけれども、このポンプが津波で水

没して使えなくなったということを想定いたします。このポンプのかわりに、可搬式の

水中ポンプ、ここに写真がございますけども、こういった水中ポンプを用意しまして海

水をくみ上げて、これを系統につなぎ込んで冷却機能を確保します。継ぎ手つきのそう

いった専用のホース、こういったものも用意いたしました。またバックアップとしまし

て、使えなくなった電動機のかわりの電動機を用意いたしまして、取りかえられるよう

にするというふうにいたしました。

最後にその他としまして、津波が来まして、発電所の中ががれきが散乱した状態、そ

ういったことを想定しますと、せっかく電源車や消防車を用意しても現場に行けないと

いうことになります。道路の走行に支障が出ますので、そういったことの掃除用に、が

れき撤去用の重機を用意いたしました。道路については、中越沖地震の後に地震対策を

行っております。それと、建物の中への海水の進入を防止するために、全号機の原子炉

建屋と熱交換器建屋、海水熱交換器建屋の外扉、こういったところに防水処置を行いま

して、あと配管やケーブルは建物の中に入る部分、こういったところにも防止の処理を

行いました。

以上の資機材を配備した上で、これを使うために手順を整備いたしまして、さらに訓
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練を実施いたしました。福島第一の事故と同様に、津波が発生して全交流電源が喪失を

する。さらに海水系のポンプも使用できなくなったという状態を仮定いたしまして、準

備した資機材の配置が適切かどうか、あとケーブルやホース類の引き回しはどうかとい

うことで、４月の１１、２０、２８と３回にわたりまして訓練を行いました。このほか

非常用の設備の点検も改めて行っております。こちらの表が整理したものになります。

配備した機器と台数などを整備いたしました。

次に、今後実施します津波対策について概要をご紹介いたします。津波対策に万全を

期すための基本的な考え方を３つに分けて、一番上の欄に整理をいたしました。まず、

海岸全面に防潮堤を設置いたしまして、津波の進入や衝撃を回避して、敷地内にあるタ

ンクや建物、構築物などを防御します。さらに津波が敷地内に進入した場合を考えまし

て、安全上重要な設備が設置されている建物の中への浸水を防止するため、防潮壁の設

置や扉の水密化といったことを行います。これに加えまして、より安全確保に万全を期

すために、除熱冷却機能については常設設備に加えまして移動可能な機器、こういった

ものを用意する、代替設備を備えるといったことにいたします。

この下の図に、上の色と同じような色で分けて、色分けして表示をいたしました。ま

ず海岸全面に防潮堤、これを設置いたします。青で扉の水密化ですね、あと防潮壁の設

置。あと赤色でさらなる安全対策として、水源確保のための貯水池、これの設置。大型

ガスタービンの発電機を載せた車の追加配備。あと緊急用の高圧電源盤の新設、それと

常設のケーブルも敷設しておくといったこと。あと原子炉の建物の最上部に、ベント、

ガス抜きの設備をつけるということです。これは水素の滞留防止対策になります。それ

と冷却用の水中ポンプや熱交換器の配備などを検討しております。

こちらがイメージ図になりますけれども、海岸全面に設置する防潮堤のイメージにな

ります。海抜で１５メートル程度の高さのものを考えております。こちらが原子力建屋

に設置する防潮壁のイメージ図になります。

以上で、説明を終わらせていただきます。

◎新野議長

ありがとうございました。続きまして、保安院さんお願いいたします。

◎竹本所長（柏崎刈羽原子力保安検査官事務所）

ごめんください、私、原子力安全・保安院柏崎刈羽保安検査官事務所所長の竹本です。

原子力安全・保安院ということで、最近テレビ・新聞等で名前をにぎわしております。

原子力安全・保安院とは一体どういった組織なのかということをご存じない方も多分お

られるかと思いますので、簡単にここでご説明させていただきます。

原子力安全・保安院は、経済産業省の特別な機関として設置されておりまして、原子

力発電所、ほかには普通の火力や水力、皆さんのご家庭で使われているガスみたいなも

の、そういったものの規制とかを行っています。我々はその中の原子力発電所の安全規

制を行うという部門でございます。

基本的には、審査、許認可ですね、設置の許認可とか行ったり、また運転中であれば

保安検査とか定期検査という形で設備を検査したりとか、事業者が適切に原子力発電所

を運営しているかどうかと検査するといったことのほか、毎日パトロールをするといっ

た仕事をしております。
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また、保安院以外の規制機関としては、例えば研究施設であれば、文部科学省があっ

たりとか、例えば病院とかに行くと放射線とか放射線を発する機器とかありますが、そ

ういったものは文部科学省というものが所管しています。我々は発電所、もしくは再処

理施設とかそういったものを規制しているということです。

こういった、直接規制している機関以外に、内閣府というところに原子力安全委員会

という委員会があります。専門家集団の委員会です。その委員会はこういった、我々保

安院、文部科学省、そういった実際に規制を行っている機関に対してダブルチェック、

報告をさせたりとか意見を述べたりとか、そういった形でチェックするという形になり

ます。この原子力安全委員会というのは、我々、今後、地域の会で報告していく中で、

時々保安院から原子力安全委員会のほうに報告しましたというご説明することがありま

すので、原子力安全委員会という組織についても覚えていただければと、頭の片隅に置

いていただければと思います。

そして、もう一つは、我々、柏崎刈羽にある保安検査官事務所なのですが、先ほど言

いましたとおり日常のパトロールとか、その他、発電所が適切に運営しているかどうか、

そういったものに対して検査を行っているということを行っています。所在地のほうで

すけども、柏崎市の三和町に新潟県の原子力防災センターというのがありまして、その

一角に我々事務所を構えています。その原子力防災センターというのが原子力災害が起

きたときに、そこで現地の対策本部を立ち上げて直ちに対応すると、そういった施設で

あり、我々はそこにある国の設備を管理し、必要に応じて新潟県さんとかで行う防災訓

練とかに協力していくと、そういったことを日常行っています。我々、保安院の紹介は

以上です。

早速ですけども、前回定例会以降の動きということで説明させていただきます。皆さ

んのところに、「前回定例会以降の動き」とありますが、今回報告する内容がちょっと

多いので、手持ちあと１０分程度しか時間がありませんので、省略しながら重点ポイン

トだけを説明させていただきます。

今回の東北地方太平洋沖地震を受けまして、その後、福島第一原子力発電所とかそう

いったその後、あと４月の中に起こりました余震とか、そういった形でいろいろなトラ

ブル、事象が発生しておりまして、それを踏まえてほかの発電所にもいろいろと水平展

開をしていると。そういったことについて書かれているのが１ポツでございます。ほか

の発電所への水平展開ということで、国は主に４つ要求しております。（１）、これが

津波対策、緊急安全対策というものでございます。資料はすみませんページは飛びます

が、７ページに飛んでいただきますと、横の紙が１枚ございます。福島第一原子力発電

所の事故を踏まえた対策ということで、３月３０日緊急安全対策、この短期という対策

を各電力会社に要求いたしました。要求している内容は、今、東京電力から説明があっ

たような電源車の配備とか消防車の配備、そういったものを要求すると。また訓練を実

施してくださいということを要求しております。ただ、これだけで終わりませんでして、

抜本的対策が今後行われます。これについては、今現在、事故調査委員会とかそういっ

た話が上がっておりますけども、そういった議論を踏まえて、実際に行われるべき抜本

的な対策が今後発生してくると。少なくとも今すぐ、今、現在津波が来てもいいように、

そのときに対応できるようにと、緊急安全対策というのを４月中に実施するということ
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を国として進めてまいりました。

初めの紙に戻りまして、幾つかこの関係であります。まず保安規定という国が認可し

ている発電所の運営のためのマニュアルがあるんですが、これについて津波対策ができ

るような体制を整備すると、そういった申請がありました、これが４月７日です。

今度は４月２１日、今回の緊急安全対策です。先ほど東京電力が報告した内容、こう

いったものが保安院のほうに提出されております。これについて、国としては有効性と

か妥当性というのを審査を行うとともに、先月の２５、２６日には立入検査を実施して

います。

また４月１１日、２０日、２８と段階的に訓練の内容を重くしていくということが行

われていまして、これについて当事務所の検査官を動員いたしまして、張りついて適切

に行われているどうか、そういったものを確認いたします。そして、こういったものを

踏まえまして５月６日、先週の金曜日なんですが、福島第一発電所は当然のことながら

福島第二発電所、女川というのは、福島第二、女川が今後出てくるのですけれども、そ

れ以外の発電所につきまして、緊急安全対策が適切に実施されていると判断する評価結

果を公表しました。これについては、あとで資料は１４ページですか、以降についてい

ます、時間もありませんのでちょっと省略をさせていただきます。基本的には適切に対

応をされているということです。

また、今後、また中長期的対策もありますし、さらなる安全対策の強化ということが

行われていきますので、そういったものについても国として確認していくということで

す。

２つ目、（２）のほうに行くと、これが非常用ディーゼル発電機に関する措置です。

４月７日に、３月１１日の地震以降、最大で確か余震だったと思いますけども、その地

震によりまして、東北地方で大規模な停電が発生するということがありました。そのう

ちの一つ、東北電力の東通発電所の冷温停止中というのは、１００度以下でとまってい

るということです。普通の定期検査中だったのですが、非常用ディーゼル発電機３台で、

このうち定期検査のため点検を２台しておりまして、残り１台があったんですけども、

その３台が翌日の１４時ごろにすべて動作できないという状態になっています。このと

きは所外から電力が供給されていたので、冷却等には問題なかった。ただ外部電源が停

電で使えず、さらにこのような非常用電源がさらに使えないという事態というのはちょ

っと問題だということで、こういった定期検査中、冷温停止中においても、２台いつで

も使えるようにしておいてくださいという要求を国のほうとして出しておりまして、本

日なんですけども、東京電力を含む各発電所の保安規定の東京電力を含む各発電所の保

安規定の変更を認可しております。

次に（３）原子力発電所及び再処理施設の外部電源の信頼性確保ということで、先ほ

どと同じ地震なんですけれども、主要発電所で地落事故ということが起きて、北東北全

体に供給する送電網というか電力系統が停止したということもありましたので、今一度、

送電線の外部電源がきちんと確保できるのかどうかというものをきちんと評価して分析

くださいと。また、送電鉄塔の耐震性とか地震による基礎の安定性、開閉所という電気

が出入りする関所みたいなところが発電所の中にあるんですけども、そういったところ

が水にぬれないようにするとか、そういったものを要求しました。それについて、各電
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力会社に５月１６日までに国に報告してくださいということを指示しております。

次に（４）、これは発電所の津波対策とはまた別なんですけれども、先ほど言いまし

た内閣府の原子力安全委員会から、耐震安全性の評価に係る対応指示というものを要求

されております。この一環として保安院のほうは、今まで各電力会社が実施しています

地質調査とか、そういったもので新たに検討すべき事項、そういったものについて考慮

する必要がある断層に該当する可能性の検討に当たって、必要となる情報を５月末まで

に国のほうに報告するようにと。特に今回の地震により誘発されたと考える地震活動が

活発になっているとか、そういった状況が変わっているということもありますので、そ

ういったことを要求していることがあります。

次に経済産業大臣の談話のほうにちょっと入りたいんですが、先に簡単に２ポツだけ

ご紹介しておきます。先ほど東京電力から、１号機における運転上の制限の逸脱という

話がありましたけども、これについては基本的には２ページ目の米印の４に書いてある

んですが、基本的に多重の安全機能を確保するため、動作可能な数というのは初めから

保安規定で決められていまして、これを一時的に満足しない状況になりますと、事業者

運転上の制限から逸脱を宣言して、あらかじめ定められた期間内に修理等を行うという

ことをすれば国が認可した保安規定の違反とかに当たらないというものです。

ちょっと内容は飛ばしますけれども、３ページ目の上から２段目のところなんですが、

国のほうとしては東京電力の報告を受けまして保安検査官、当事務所の検査官が保安規

定の遵守状況などについて立入検査を行っています。逸脱時の措置対応が適切だったと、

その他排気筒の放射線モニター等に有意な変化がないことなどを確認し、今後、東京電

力が行う原因究明とか是正処置等を確認していくということにしております。

本来なら、ちょっとここで終わりなんですけども、資料１のほうに行きまして、先ほ

どの緊急安全対策で、経済産業大臣のほうから談話が２回にわたって出されています。

時間もありませんので、次のページをめくっていただいて３ページのところです。経済

産業大臣の談話は５月９日１８時から発表されておりますが、ポイントは全部で三つあ

るんですけども、保安院関係としては２カ所ということです。

緊急安全対策ということで、先ほど津波対策として各発電所で行っていたことなんで

すが、国としまして、経済産業大臣として、すなわち以降になるんですけども、「全交

流電源喪失に至ったとしても、注水により冷却を行い、炉心を管理された状態で維持す

ることが可能となる」と。「これにより」、飛ばしますけども、「冷温停止状態に繋げ

る」と、ちゃんと冷やすことができるということを考えていると。

また、一つ段落を飛ばしまして、「事業者に対しては、短期及び中長期の対策の確実

な実施を促すとともに、今後とも気を緩めることなく訓練の充実を含め継続的に信頼性

の向上を取り組むよう求める」と。こうした「緊急安全対策の確認結果を踏まえて、現

在運転中の原子力発電所について運転を継続すること及び運転を控えている原子力発電

所が運転を再開すること」ですね、これは定期検査とかで今、止まっているもの、そう

いったものなんですけれども、「運転することは安全上支障がないと考えます」と。な

お、「これらの確認結果については、国として責任を持つものであり、地元の自治体の

皆様の理解が得られるよう、原子力安全・保安院から説明させることとする」というこ

とが大臣から言われています。
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現在、もう既に地元の説明、自治体さんへの説明というのが始まっておりまして、い

ずれ柏崎刈羽でも、柏崎市さん、刈羽村さんへの説明に我々出向くことになると思いま

す。説明の方法というのはいろいろありまして、中には県知事みずからが自分の責任で

判断するために直接聞くとか、そういったものもありますし、現場担当者に聞かせると、

そういったいろんな形があります。また、この新潟県の地域でどのように説明していく

かというのは、今現在、調整中でございます。

次に、浜岡原子力発電所に関することです。これにつきましては、「耐震安全対策は

これまで適切に講じられてきており、また、技術基準等の法令上の安全基準は満たして

いる」と。「しかしながら」、文部科学省のほうに地震調査研究推進本部というものが

ありまして、次のページなんですけども、３０年以内にマグニチュード８程度の想定東

海地震が発生する可能性が８７％と極めて切迫していると。こういうようなのがほかの

発電所に比べて際立って高いということがあります。こういう判断をもとに、今現在、

福島第一発電所の対応を国は総力を挙げてやっているところなんですけども、こういっ

た大規模な津波襲来の切迫性と、津波による今回の事故を踏まえて「苦渋の決断」をし

たということです。ここで重要なのが、「一層の安心のため」という、国民の安心の観

点から措置が必要と判断し、浜岡原子力発電所の停止を要請したということでございま

す。

したがって、今後、中長期的な対策がとられていきますので、そういった中長期対策

が完了したことを保安院が確認できれば、現時点の知見によれば、再起動するのに十分

な安全を備えていることとなるというふうに大臣として判断しているということです。

これは浜岡発電所における大規模津波襲来の切迫性という特別な状況を踏まえたもので、

同発電所の耐震性能自体を問題とするものではなく、また、ほかの原子力発電所につい

ては、このような切迫した状況にあるものではないというのが、今回、大臣から出され

たコメントでございます。

柏崎刈羽関係は以上でございます。あと、時間もありませんので、すみません、時間

をとって説明できればよかったかと思うんですが、資料２のほうです。これは保安院の

ほうが、今回、福島第一原子力発電所に関する対応状況ということでいろんな資料を出

しておりまして、我々のほうでいろいろ抜粋してまとめたものでございます。本来なら

時間をとって説明したいんですが、ちょっと省略させていただきます。

また、資料３、今度は文部科学省発表の資料ということで、運営委員会で文部科学省

の環境モニタリングとかのデータとかがないのかと、紹介してほしいということでした

ので、今日、発表された資料を幾つか集めてきまして、まとめましてここに提示してい

ます。

また、今回、福島県内の学校等で、外で授業をしていいかという基準、それについて

文部科学省が４月１９日に福島県、関係の自治体に文書を出していまして、それが⑤と

いう資料でございます。一応、暫定的な考え方という形で出されています。また、この

もととなった国際放射線防護委員会（ＩＣＲＰ）の勧告というのがありまして、これは

翻訳をしている日本学術会議という国のまた一機関なんですけれども、そこが翻訳して

いる資料を見つけましたので、ご参考までにつけております。

すみません、長々と時間をとって説明しまして、大変失礼いたしました。保安院から
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は以上です。

◎新野議長

ありがとうございました。

資源エネルギー庁さん、お願いします。

◎七部柏崎刈羽地域担当官事務所長（資源エネルギー庁）

皆さん、こんばんは。資源エネルギー庁柏崎刈羽地域担当官事務所の七部清人（たな

べきよと）と申します。資源エネルギー庁というところは、まずどういうところかとい

うことを若干ご説明させていただきたいと思いますけども、資源エネルギー庁は経済産

業省の外局に位置づけられているところでして、専らエネルギー政策を担当しておりま

す。当事務所におきましては、柏崎市の東本町のフォンジェというショッピングモール

の２階に事務所を設けてさせていただいておりまして、そこを拠点に地域の会を初め、

さまざまな地域の会合等に参加させていただきまして、エネルギー政策、とりわけ原子

力政策につきまして広報及び広聴活動をさせていただいております。

エネルギー政策につきましては、東京電力福島第一原子力発電所の事故を踏まえて、

原子力発電を取り巻く社会環境が大きく変化しているという認識のもと、これからエネ

ルギー基本計画という現行の計画を白紙に戻して、再検討するということになっており

まして、今後、議論が展開されていくと思いますので、適宜この場で情報提供させてい

ただきたいと思いますので、よろしくお願いします。

一方ですね、内閣府というところに原子力委員会というのがあるんですけども、ここ

では省庁にかかわらず広く原子力の研究開発及び利用に関する政策について、企画・審

議・決定をしている機関なんですけども、そこで昨日、「東京電力福島第一原子力発電

所事故に関する当面の対応について」という見解をまとめたということがございまして、

参考までにその見解文を配付させていただいておりますので、お時間の都合上、説明は

省略させていただきますけども、お時間のあるときにでもご一読いただければと思いま

す。どうぞよろしくお願いいたします。

◎新野議長

ありがとうございます。

引き続きまして、新潟県さんお願いします。

◎山田原子力安全対策課長（新潟県）

皆さん、ごめんください、県庁原子力安全対策課の山田治之と申します。どうぞよろ

しくお願いを申し上げます。今日は私のほかに課長補佐の安田、それから原子力安全対

策係の春日と３人でまいりました。どうぞよろしくお願いを申し上げます。

最初に、私は今、県庁原子力安全対策課と申し上げましたけども、その前に防災局原

子力安全対策課というのが正式な所属の名前です。実は全国に原子力発電所を持ってお

ります北海道と道県１４あります。北海道のほかに１３の県が原子力発電所の立地道県

です。それぞれの道県が原子力というものの仕事をどういうところで担っているかとい

いますと、まさに環境行政といいましょうか、そういうところのセクションで持ってい

るところもあれば、エネルギーという関係で持っているところもあります。しかし、私

たち新潟県では、防災局原子力安全対策課という、そういう位置づけです。したがいま

して、原子力行政というものに取り組むに当たりまして、まず、とにかく安全、そして
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防災という観点から取り組んでいるというのが私たち新潟県の原子力行政の一番大きな

スタンスでございます。

そういう中で、この１カ月どういうことに取り組んでまいりましたかといいますと、

大きく申し上げて四つございます。まず１番目が、先ほど会田市長がおっしゃっていま

したけれども、こういう本当に許されないようなことが起こりまして、原子力の防災と

いうものが大きく根底から覆ってきたと思います。そこで原子力の防災計画というもの

をどういうふうに考えていくのか、これが１番目です。

２番目が、今ほど東京電力、あるいは保安院さんからもお話がありましたけども、柏

崎刈羽原子力発電所の安全性というのは大丈夫なのかということの確認です。

３番目が、実は今、これに一番時間も労力もとられているんですけども、福島第一の

あの事故というのは、現在まだ事態は刻々と進行しております。決して予断を持てる状

態ではありません。これは全国にも大きな影響を及ぼしておりますし、私たち新潟県に

も影響が起こっております。ここで起こっていることをきちんと監視して、万一の状態

に備えるための取り組みをしております。

４番目が、これが日常の私ども防災局原子力安全対策課の基本となる業務なんですけ

ども、柏崎刈羽原子力発電所の日常の動きをチェック、監視しているという、この四つ

に取り組んでおります。

まず、順番にご説明申し上げます。お手元の私どもがつくりました資料をご覧くださ

い。１ページの（２）柏崎刈羽原子力発電所の防災対策・安全対策で、丸で４月１９日

というのがございます。実はこの４月１９日に原子力防災計画をこれから見直していく

ために、新潟県に原子力防災会議というのがあるんですけども、その防災会議のもとに、

原子力防災部会というのを設置しました。これは実にＪＣＯという事故があったわけで

すけども、そのときに開かれました平成１２年に開いて以来の開催です。大きく踏み出

していこうと思っております。そのいろんな原子力防災部会には関係される皆様、柏崎

消防の方、あるいは自衛隊の方、放射線の医療の方、いろんな専門の方にも参加してい

ただきながら、地域の会の会長、新野さんからも地域の会の会長として、またお一人の

市民、県民として参加いただいております。ということですので、ぜひこの地域の会の

皆様にもいろんなとこで私ども相談にのっていただきたいと思っております。どうぞよ

ろしくお願いいたします。

２番目の柏崎刈羽原子力発電所の安全対策は大丈夫なのかということは、今までいろ

いろお話がございました。東京電力としてはこう対策をとった、保安院として、あるい

は経済産業省としてはこういうふうに評価したということの報告をいろんな場面でいた

だいております。ただ、実際にじゃあ私どもがそういう説明で本当に大丈夫なのかとい

いますと、実を言いますと、これも今、私ども県の基本的な認識なんですけれども、福

島で起こったことというのが、一体どういうことだったのかというものがはっきり検証

されたわけではありません。したがって、そういう検証がまずなければ、どういう対策

が本当に必要なのかというのが見えるということではないと思います。

いずれにしましても、一体この対策、あるいはそれに対する保安院の評価というもの

が、どういう考え方で、どういう基準でなされたものなのかということについて、説明

を求めてまいりますし、今後、新潟県技術委員会という専門家が集まって技術的に検討
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していただく会議があるんですけども、その委員会に諮ってまいりたく考えております。

３番目の福島第一の事故に対する監視についてです。これは何しろ目に見えませんし、

においもしません、音もしません放射性物質です。とはいえ、目に見えない放射性物質

は測ることができるわけです。ですから、きちんと測って、その影響について県民の皆

様に広くお知らせして、必要な対策をとっていこうということで、大気中のもの、ある

いは川の水、水道の水、市場で並んでいる野菜、お肉、乳製品、それから水産物などな

ど、いろんなものについて調べております。時間の関係でご報告できませんが、非常に

はっきり出ておりまして、新潟県産のものはほとんど影響がないわけですけども、茨城

県産の野菜ですとか、千葉の銚子港に揚がった魚ですとか、そういったものを調べなが

ら、やはり少なからぬ影響ができているという状況です。そういうことをこれから先も、

しばらく続けていくということになります。

４番目は、我々は日常にやっております柏崎刈羽の発電所のチェックですけども、そ

れはお手元資料の３ページをご覧ください。この３ページの（５）ぐらいの下です。例

えば４月１３日に発電所からこういうことがあったと、普通では検出されないものが検

出されたと。これはどういうことなんですかということを発電所に求め、また原因の解

明を求めているところです。

それから、めくっていただきまして４ページの一番下ですけども、先ほど東京電力か

らも報告がありましたが、非常用の炉心冷却装置の一つがうまくいきませんでした。こ

れについて、とにかくすぐ原因を調べ、あるいは回復するようにというふうに要求した

り、こういうことに取り組んでおります。

こういったようなことをありますと、またいろんなことを受けて毎月１回、東京電力

には県と柏崎さん刈羽村さんと一緒に月例の状況確認に行っております。例えば今、申

し上げました１号機の弁が上手に閉まらなかったということがどういうふうに対応され

たかということについては、昨日、現場に参りまして確認しております。

以上のような取り組みを日常やっておりますし、これから先も続けてまいりたいと思

っております。どうぞ皆様、よろしくお願いいたします。

会長、いただいている質問への回答というのは、今申し上げたほうがよろしいんでし

ょうか。

◎新野議長

はい、お願いします。

◎山田原子力安全対策課長（新潟県）

では、うちの春日からご報告申し上げます。

◎春日原子力安全対策課主任（新潟県）

それでは、ベクレルの意味に対する質問と回答についてご説明します。質問の趣旨と

しましては、ベクレルとは１秒間の原子核の崩壊の数なのか、放射線の量なのかという

ことで、ご質問がありました。

回答といたしましては、１ベクレルとは１秒間に崩壊する原子核の数ということにな

ります。例えば、要素１３１の場合ですと、一つ崩壊しますと、そのときにベータ線を

一つ出す。ただ、これだけではなくて、すぐにキセノンという物質になりまして、これ

からもガンマ線をほとんどの場合、１本出すということになります。
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以上です。

◎新野議長

ありがとうございます。

一応、これを回答とさせていただいて、また放射線はきっと勉強する機会があるかと

思いますので、そこでまた詳しくはお願いします。

ありがとうございました。

じゃあ、柏崎さん、お願いします。

◎須田危機管理監（柏崎市）

ごめんください、柏崎市の危機管理監の須田と申します。よろしくお願いします。

今日は防災・原子力課長、駒野も参っております。よろしくお願いします。

今ほど県のほうから説明ございましたが、私ども柏崎市のほうでは原子力発電所に関

する安全対策、それと原子力防災、それとほかの一般の防災もそうなんですが、防災・

原子力課というところで扱っております。そのほか原子力に関する交付金とか地域振興

に関しましては、企画政策課というところでやっております。

それで、先ほど出ました、今、県が一番大きな仕事としてやっておられるという原子

力防災の見直しでございますが、県と私どもは一体となってやらなきゃだめだというこ

とでございまして、県のほうからも話がございました、新潟県防災会議原子力防災部会

に柏崎市長が部会の委員として出席しております。それから、安全対策につきましても

日ごろから県、それから刈羽村と連携をとりながらやっていると、状況確認等をやって

いるということでございます。

それともう一つ、今、福島県の原子力事故の関係で、柏崎市のほうにも避難されてい

る方が大勢ございます。それで、最初は４カ所の避難所に避難しておりましたけれども、

現在は旅館・ホテル・民宿等に二次避難所ということで設置しまして、そこに約１９０

人の方が避難しております。それから避難所以外、柏崎市のほうに避難しているという

届け出のあった方が１，８７６人ございまして、合計で２，０６８人ということになっ

ております。

それともう一つは、東京電力さんの協力を得ながら、私ども放射性物質の付着確認の

簡易検査を３月１１日事故発生以来行ってまいりましたが、現在までに２，９８７件検

査をしております。これにつきましては、数が減っております。だんだん対象者が減っ

ておりますので、５月１３日金曜日をもって一応、終了したいというふうに考えており

ます。

以上でございます。

◎新野議長

ありがとうございました。

刈羽村さん、お願いいたします。

◎塚田総務課長（刈羽村）

ごめんください、刈羽村の塚田といいます。

私どものほうは、総務課のほうで防災関係をやらせていただいておりますし、交付金

等いろんなものにつきましては産業政策課のほうでやらさせていただいております。今、

県、柏崎市が申しましたように、私どもも安全協定に基づく状況確認等を一緒になって
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行っているというのが現状であります。

福島の避難所も今、私どものほうにも来ておりますし、今ほど柏崎と同じように第二

避難所でうちのほうの旅館に今３０人ばかり。それから、福祉センター、集会所等に５

０人ほどおります。それから、避難所外の一般の飯場、あるいは宿舎のほうに約２００

人ほどいる予定であります。

そのような形で今回の事故の対応も、私どもが経験しました中越沖地震等に基づきま

して、一生懸命取り組んでいるというような現状でございます。

以上であります。

◎新野議長

ありがとうございました。

ずっと、技術的なことのご説明があって、新しい委員さんにしてみれば、これをほか

の旧の委員が理解しているのかなと誤解をされているのではないかと思いますが、多分、

ほとんどわかってないんですが、一生懸命、理解しようと努力して聞いてくださってい

ると思います。委員さんの発言の時間がまだこの後続きますので、ここで５分間。

◎山田原子力安全対策課長（新潟県）

すみません。お休み時間前にすみません。報告を一つ忘れました。

実は県内で福島第一の事故以来、放射線の監視を行っているんですけども、柏崎市・

刈羽村には常設の観測機械があるわけですが、ほかのところも臨時をつけて今、９市町

村でやっておりますが、実は事故以来、二月という時間タイミングもありまして、明日、

全県一斉に、全市町村で観測を行います。せっかく全市町村一斉に観測を行うんでした

ら、どうせでしたらということで、学校で測定させていただこうと思っております。柏

崎市は南中学校、刈羽村さんは刈羽小学校さんに明日、測定させていただきます。また、

その結果はすぐお知らせさせていただこうと思っております。

どうもすみませんでした。

◎新野議長

ありがとうございました。

では、３分程度、だんだん短くて恐縮ですが、２階と１階にお手洗いがございますの

で、委員が戻り次第また続けますので、できればお急ぎいただいて用を足していただけ

ればと思います。

（休憩）

◎新野議長

そろそろよろしいでしょうか。急がせてしまってすみません。初の発言の方が多々い

らっしゃいますので、その２分を有効に使っていただいて、また今日が皮切りで毎回お

会いできますから、今日、発言しそびれても、また来月発言ができますので、慌てずに

ゆっくりとご発言いただければと思います。

順番をどうしたものでしょうかと思いますが、２年前は何か５名ぐらいの交代だった

ので違うことをしたのかもしれませんけども、一応、あいうえお順に並ばれているので、

その順番で新旧を無視してやらせていただいてよろしいでしょうか。あんまり新人だか

らとか、ベテランだとかということは全く関係ありませんので、よろしくお願いします。

浅賀さんからお願いできますか。
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◎浅賀委員

浅賀です。２分ではちょっと自分の思いを全部発言できるほどあれでなくて、今回の

福島原発の状況は非常に深刻だと思います。本日で丸２カ月であるにもかかわらず、全

容が見えてこない状態ですし、終息もほど遠いような感覚を受けています。その間に放

射能・放射線の放出がどんどん問題を大きくしているようにも思っております。数年前

は私どもがチェルノブイリですとか、スリーマイルの話を例に挙げまして放射線の問題

提起をすると、保安院ですとか推進派の方々は鼻で笑うように、日本の技術は世界の数

段上を行くと言われたものです。でも現状では、アメリカからロボットを借り、またフ

ランスの放射線研究所との応援を仰いでいる現状です。今まで怖いことは見ないように

とした人々がどうか先になって、とにかく１日も早く終息をしていただきたいと思って

おります。

４月３０日の深夜の番組で次のようなことが言われていました。臨時の非常体制がと

られていない、隠すことに力が入っていると。英知を結集していない、やはりこれも隠

しているように思われる。工程表は絵にかいた餅で、主導は誰にあり、責任はどこにあ

るのでしょうかというような内容でした。深刻な放射線汚染の具体的な問題としまして、

母乳からも放射線が出ました。測られたお母さんたちはどんな思いだったのかと、思っ

ただけでも胸が詰まる思いです。放射線汚染が広範囲で基準の運用が困難で数値を上げ

て解決になるのでしょうか。真剣にお考えいただきたいと思います。昨日でしたか、白

い防護服でわずかな時間、一次帰宅をされた映像を見ましたが、皆さんどのように受け

とめられましたでしょうか。

中越沖地震を経験しています、私どもの柏崎の世界一の原発も、福島が終息をするま

で一時止めていただきたいと願っております。

◎新野議長

ありがとうございました。

いつも３分でやっていて、２分って本当に厳しいかと思います。今、最初に申し上げ

たとおり、今日はさわりの部分だけですので、できましたら後から２０名ぐらいの方が

発言されるので、私はこれだけはというようなところで絞っていただくことも一つ、２

分を十分に使っていただく案かもしれませんね。お願いします。

◎池田委員

池田です。東日本大震災からちょうど２カ月が過ぎた今日、今思うことはやはり、１

日も早い被災地の復旧、復興ということです。とりわけ福島第一原発の事故では早期の

終息を願っています。ただ、現在進行形で復旧を行っている間にも、いろいろな問題が

クローズアップされています。最前線の現場では、瓦れきと高い放射線量が邪魔をして

作業が進まない現状と、原発避難においては想定どおりにいかなかった防災計画。世界

中にまで広まった風評被害など、今後、再検討していかなければならない事柄も数多く

あります。原子力発電所において、「止める・冷やす・閉じ込める」の三つの要素の一

つでも機能しないと、とんでもない重大な被害・災害が起きることも実感した次第です。

福島の事故を教訓に、原発は危険と隣り合わせのものだ。だからこそ、それを克服す

るために全力で取り組んでほしい。そして、必要な対策を打つことで安全に運転できる

環境づくりをお願いしたいと思っています。
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以上です。

◎新野議長

ありがとうございます。

◎石坂委員

石坂です。よろしくお願いいたします。

私は、この柏崎市内で事業所を経営するというような立場でありまして、以前から一

貫して原子力発電を推進といいますか、先ほどの村長の言葉を借りれば原子力で発電を

するということを推進してきた立場でありまして、今回のことに関しては非常に大変大

きな衝撃を受けている１人であります。でも、今になっても、現実的に原子力発電とい

うものが一番やはり、効率的にもすぐれている発電方法なんだというような考えは変わ

っておりません。

それで、本日思うことということでありますけれども、私が今まで原子力発電を推進

してきたということは、やはり東電さんをはじめとした、そういった日本の技術力とい

うことを信頼するということとともに、国策として日本の政府が推進してきたというこ

とがあったわけであります。それは言いかえれば、何か事があったときに、やはり国が

前面に出て事業者である東電さんと一体になって責任を負うということが、そういう認

識をしておったわけであります。冒頭に会田市長の話にもありましたですね、そういっ

た発言があって、それを評価しているというようなお話がありましたけれども。私の印

象では、３月１１日以降、政府の回答とか、そういった部分では当初、とてもそういっ

た一体化しているというような印象はありませんでした。いろんなコメントに国策で推

進してきたとか、そのことによる責任を国が負うというようなコメントが出てきたのは、

ごく最近のように私としては思っております。そういった部分、やはりこういった立地

自治体がそういったところを国策でやってきたわけですから、そういったことに不安の

ないようにお願いをしたいということ、それが１点と。

あともう１点だけなんですが、今回の浜岡の停止ということについても、地震の発生

確率によるものというような理由の説明がありました。ただ、その要請の出し方という

のが非常に唐突であるという印象があります。違和感を感じているわけであります。や

はり自治体や立地地域との事前の調整が十分にとられていたのかどうかというようなこ

とですね。これは形的にではありますけれども、ある日突然、政府が企業の経済活動に

口を挟んできたというふうに言われても仕方がないことだというふうに思っております。

法律的な部分がどういったことかというのはよくわかりませんけれども、同じ立地点で

経済活動を行っているという立場としては、今後のことに関して多少の不安を覚えたと

いうことがあります。

以上です。

◎新野議長

ありがとうございます。

伊比さん。

◎伊比委員

伊比です。ちょうど今日が２カ月目ということでございまして、福島の方々、大変あ

ちこち避難されたり、亡くなられたり、まだ現在、終息が見えない段階で生活を一生懸
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命やっているということに対しては、もっと頑張っていただきたいなということをまず

冒頭に申し上げたいと思います。

実は、中越沖地震で私も被災をしまして、特に今回の大震災に当たって感ずることは、

今までこの１号機におきますと、２０数年間動いて立地点と共存共栄してうまくいった

んですが、残念ながら今回は日本人が考えたこの科学、技術というものが、完全になす

すべもなく裏切られたというふうな格好を私自身感じております。ただ、現状の日本の

経済、あるいはエネルギーというものを考えると、これは即、再生可能エネルギーに移

り変わるということはなかなか難しゅうございます。それまでの間は、やはり原子力と

いうものをしっかりと使っていく。そのためにはいつも私、申し上げますように、何が

何でも安全ということを大前提に考えてやっていただかないといけないということで、

たしか私、中越地震の後、地震予知予報システムというものについてちょっとご提案を

したことがあるんです。

これは東京電力さんのある部長さんにもお話ししたことがあるんですが、こういうも

のをもう少し空中の電磁波というものを活用して、予報システムというのを活用された

らいいのではないかなと。今回、何か東海地震にはそういうものを今は日本の政府は使

っておられるようですけども、なぜほかの地域、立地地点でそういうことをやらないの

かなということを非常に私、再度また申し上げたいなということを行政にお願いをした

いと思います。

それからもう一つは、今回の地震の教訓の過程で今、お隣の方からもお話がありまし

たように、一つ他国の状況をもう少し勉強して、日本が一番進んでいるんだというふう

な立場でなくて、ぜひ一つアメリカですとか、あるいはソ連ですとか、そういうふうに

起きた事件をよく見きわめていただいて、その上でしっかりした対策研究を図っていた

だきたいなというふうに思います。特に今回は、世界で一番進んでいるフランスとか、

あるいはアメリカとか、いろいろな技術者からの提言があったようでございますけども、

そういった点もしっかりと今回は反省していただいて、新しい視線で再スタートを切っ

ていただきたいなということを委員としてお願い申し上げます。

以上です。

◎新野議長

川口さん、お願いします。

◎川口委員

川口です。やはり今、まだ福島の事故というものが終息していないということで、こ

れは一刻も早く終息できるようにみんな頑張っているんでしょうけれども、願っている

ところです。

そんな中で、会田市長の発言にありましたけれども、一元的に国策でやってきた中、

国がということを、やっと菅総理大臣が発言してくれたというようなことを言ってまし

たけれども、ずっと３月１１日から見ていると、やはり国策でありながら事業者にずっ

と押しつけてきたなという印象がちょっとあります。実際問題、国策でやっていて、

我々も地元で発電所ができてやっているに当たって、いざとなったら国がちゃんと責任

を持つという頭があるからやっていけるという面があるのに、やはり国が東京電力と一

緒になってやっているという姿をもっと具体的に示してほしいなというのがあります。
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そんな中で、やっぱり一日も早い終息と、それと今後それが終わった後はきちっとど

うしてなったかという原因の追及、そういう点をこれから。今、私はこんな状況でも日

本のエネルギーにおいては原子力というものは必要と思っていますし、これを崩さない

ためにも、きちっとした原子力発電所が今後こういうことがないような管理をやってい

っていただきたいなと思っております。

◎新野議長

ありがとうございます。

◎桑原委員

桑原でございます。今、思ったことをちょっと述べさせていただきたいと思います。

私は生まれてからずっと荒浜に住んでいまして、原子力発電所は計画の段階からずっ

と歴史として見てきておりますが、当時、計画の段階では国策だと。今、川口さんも言

われましたけども、それを前面に出してやってきたと思っております。当然、エネルギ

ー政策ですから、長期計画の中でそういうものを推し進められてきたと思うんですが、

今回の福島の事故に関しまして、当然、事業主体である東京電力の責任というものは言

われて当然だと思いますけれども、その中で、国が安全基準を決めて、そしてそのとお

りにつくってきて、今回の想定外というような事故だというふうに言われているわけで

すが、当然、国としての責任というのはもっと前面に出して、どうあるべきかというも

のをもっと国民に知らせるべきではないかなというふうに率直に考えております。

福島では今、東京電力の責任とはいうものの、命がけで、前線で復旧に努力している

方もおられるわけですから、そういう人に対しても、やはり非難するだけではなくて、

頑張ってほしいというようなニュースもあっていいのではないかなというふうに感じて

おります。

最後に、今回こういう事故が起きて、初めて電気の代表消費地である東京都の人は、

どこから自分たちの電気が送られてきているのかさえわからない人は大勢いたと思うん

ですね。本当にどこからきて、自分たちが使っていたというのを知っている人はごくわ

ずかだったというふうに感じます。地方の時代だと言われて久しいですが、地方は負の

部分だけを担うということではいけないのではないかなというふうに感じております。

ですから、やはり福島の復興に関しましても、原子力発電所の立地のない自治体はもっ

と福島に対する復興に対して努力、また何かをすべきだというふうに感じております。

◎新野議長

佐藤さん、お願いします。

◎佐藤（幸）委員

佐藤と申します。先ほどは住所を言いませんでした。すみません。新田畑に住んでお

りますので、よろしくお願いいたします。

こんな未曾有の震災になるとは思わなくて、テレビを見ていたらＣＧでやっているの

ではないかとさえ思ったほどびっくりしました。中越沖地震では、安全神話のとおりに

制御棒が働いて全号がとまって、これなら安心ということで私はガステーブルも古くな

りましたので、オール電化に、ちょっと痛いほどの出費はありましたけど、ＩＨテーブ

ルだけじゃなくて台所も全部、お風呂もトイレも自動開閉する、そういうものにしまし

たので、本当に品田村長さんでないですけれど、電気のない生活には戻れなくなってし
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まいました。だから、ただ想定外とか、そういうことの起きないことを私はただ祈るば

かりです。

これは質問なんですが、ＣＧではないかと思ったようなテレビを何度か見まして、人

体に影響する値のシーベルトとかベクレル、グレイとかの放射線の値は覚えましたけど、

どこまでが体に大丈夫なのか、レントゲンをとるよりは安全だと言っていますけど、レ

ントゲンは毎日とっているわけじゃない。ともすれば多い人でも１年に１回、そんな病

気の人以外の人は年１回か、何年かに１度で済むというものをレントゲンよりも安全と

いうことで、私たちは鵜呑みにしてしまいますけど、私は後でよろしいんですが質問と

して、シーベルト、マイクロシーベルトとか、１，０００分の１とか、１，０００倍と

か、全然ごちゃごちゃして素人にはちょっとわからないですが、そういうこともちょっ

と教えていただきたいと思います。

本当にテレビで申しわけないんですが、福島に生まれたから、柏崎に住所を構えたか

ら、それが不幸の始まりみたいにならないように、ぜひお願いしたいと思います。

以上です。

◎新野議長

ありがとうございます。

今のシーベルトとか放射線のことは、また勉強会を開いてでもみんなで一緒に学んで

いきたいと思います。

◎佐藤（幸）委員

はい、お願いします。

◎佐藤（直）委員

刈羽の佐藤です。先ほど会長さんのほうから個人の意見ということで、今、思うこと

ということで若干話したいと思います。

皆さんと同じ原発に対しては、安全・安心が第一ということは当然なんですが、今も

福島のほうであった災害ですが、原発で亡くなった人は何人かいましたかね、いません

かね。津波のほうで死亡と行方不明で２万人を超える死者が出ているということで、こ

の辺に関してはやっぱり原発がある場所に集落とか、まちとかあるわけですが、この辺

は津波が来るんであれば、国が防護して擁壁をつくってやると。その中に逆に東電さん

とか、原発ができているというような感じにもっていかないと個人というか事業者の東

京電力さんが自分で防波堤をつくるというようなことも大事なんですが、国を挙げてそ

ういうことをやらないと、原発じゃなくても津波がきただけでもあれだけの死者が出る

というようなことなんで、その辺を国がもうちょっと力を入れて、この場所にこういう

堤防をつくってやるから、こういうところにこれをつくりなさいというような感じでも

っていかないと、なかなか先ほども言ったように人命を守るということに関しては大事

なことだと、私は今はそう思っております。

それから、今、福島さんのほうでも全部止まっているわけですけれども、柏崎刈羽は

運転している号機があるわけですし、これから整備して動かせる号機もあると思うんで

すが、その辺は早く整備して安全・安心を確認できた時点でできるだけ早く稼働したほ

うがいいのではないかなと私個人はそう思っております。

以上です。
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◎新野議長

ありがとうございます。

◎高桑委員

高桑です。私は先ほど、住所を言いませんでしたけれども、刈羽村十日市に住んでお

ります。７号機から２キロぐらいのところではないかと思っています。私はずっと原発

がある限りは、生活の足元といいますか、自分の足元がいつもゆらゆら揺れているよう

な思いで暮らしています。このたびの福島の事故を見ますと、本当にいろいろな個人の

将来、あるいは村の将来、そういうものが全部消えてしまうと、そういう現実を見せら

れたと思います。本当に原発が安全でなければ生活の土台がすべて崩れていくと。どん

な夢を描いても、どんな将来の希望をもってもすべてなくなっているんではないですか、

今、福島の方々はね。だから、原発の安全は本当に生活の土台、経済でも何でもいろん

なことがあっても、その土台がしっかりしなければだめなんではないかと、このたびま

た改めてしみじみ思いました。

この地域の会に今回初めて参加することになったわけですが、前もってちょっと目的

を読ませていただいた中に、今日も配っていただきましたが、発電所の安全を確保する

ことを目的としていますという目的が書いてあります。私はぜひこの会議で安全が本当

に確保されるようなことをきちんと取り組んでいただけないものかと思っています。

現在、東京電力の動いている四つの号機、これは東京電力も国の保安院も大事な問題

を全部目をそらしながら、本当に私たちが心配している問題に目を向けないようにしな

がら運転しているということがたくさん数えていくとあるんですね。今ここでは言いま

せんけれども。全部大事なことに目をつぶりながら、安全ですよ、大丈夫ですよと言い

くるめるようにしながら運転しているのが現実だと思っています。そういうことではな

い、本当に安全であることがきちんと確保できるような、そういうものになっていくた

めにこの会がぜひ大きな力を持ってもらえたらいいなと思っています。

以上です。

◎新野議長

ありがとうございます。

高橋さん、お願いします。

◎高橋（武）委員

まずは、ちょっと遅参いたしまして申しわけございませんでした。４年終わりまして

これから５年目になります高橋と申します。よろしくお願いいたします。座って説明さ

せていただきます。

私なりに４年間、地域の会に属した中で、今回の地震災害等を考えながら、この地域

の会のあり方をもう１回、何か住民に対して、また行政に対して、また電気事業者に対

して考えていかなければならない時期なのかなと思っております。そんな中で私ずっと

思っているのが、私にとっては原子力発電所があるまちづくりというのか、まちという

ものが、あることが望ましいと思っている１人であるのと同時に、また今日、この場に

おいてもそうなんですけれど、ないほうがいいというほうが望ましいというのも、やは

りいろんな意味で住民ですから、さまざまな意見があるのは間違いないと思うんですね。

そんな中で、この地域の会という会をやはり住民目線でというのが引き続きやっていけ
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ればいいのかなと思っております。

先ほど来、国策、国策という話が出ております。でも、何だかんだ国策といいながら、

私たちも国に押しつけるわけではなくて、やっぱり国民の私は責任が若干はあるのでは

ないかなと思っています。ですから、私たちみたいな市民一人一人がこの立地地域であ

るからこそ、また私たち市外、また県外、全国にこの住民目線での意見を発信できるよ

うな地域の会にしていきたいと思っていますので、またいろんな意見ができるよう頑張

っていきたいと思っています。

◎新野議長

ありがとうございます。

高橋さん、お願いいたします。

◎高橋（優）委員

高橋といいます。福島原発の事故はおごりが招いた事故だと、これは４月１１日の新

潟日報の社説です。過信、思い込み、危機意識の欠如の結果だと断罪していたわけです。

つまり、そうであれば世界一の原発基地があるこの柏崎の市民にとって、本当にたまっ

たもんじゃないと私は思います。その結果、東京電力は巨額の賠償責任を背負わされた

わけです。今、柏崎刈羽などの現在、停止中の原発の早期運転再開を経済同友会などが

主張しています。４月１４日の緊急復興アピールなどでですね。これはそもそも安全地

帯にいるものの無責任、無定見な発言と言わざるを得ないと思います。被災地では、福

島原発２０キロ圏内は一時帰宅があったと言ったって、封鎖されているわけでしょう。

これはＥＰＺをぜひ防災計画にも生かしてほしいと思います。

２カ月たっても行方不明者の捜索もままならない状態なわけだ。いつ戻れるかわから

ないまま、住民はこれまでの暮らしを一切捨てる覚悟を今、迫られているわけでしょう。

原発がなければ、こうはならなかったという思いは、被災者だけのものではないと思い

ます。この責任は根拠のない安全という宣伝が成功して、国策としての原発を宣伝して

きた政府、そして自民党、電力会社にあると思います。原子炉メーカーも責任は、私は

免れないと思います。だけど、今の原賠法では、原子炉メーカーの製造部責任は除外さ

れているわけです。なぜなんですかね、保安院。私はこの除外されていること自体が原

発事故の巨大なリスクを想定していることの何よりの証左だと思います。

今回の事故でわかる確かなことは、人類にはまだ原子力を制御する能力がないという

ことが証明されたわけですから、日本にある５４基のすべての原発は不完全なもの。欠

陥品として将来的には停止していくということが求められ、これは論理的な帰結にもな

ると思います。しかも、柏崎刈羽の原発は福島と同じ日立、東芝製でしょう、運転再開

などとんでもないと思います。まず放射能を止めて、被災者、国民の不安を取り除くこ

とに全力を尽くすべきです。３号機再開を清水社長さんは言われましたけども、とんで

もないことだと思います。

以上です。

◎新野議長

滝沢さん、お願いします。

◎滝沢委員

滝沢ですが、原子力とりえず、まず安全が絶対条件でなければならないということは
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当たり前のことなんですけども、先般の想定を超えた福島の事故、本当に改めて認識を

させられたわけでございます。しかも、柏崎につきましては、中越沖地震、まだ５年も

たっていないわけですけども。貴重な体験をしておりまして、もしこれが福島だったら

どうなのかということを考えた場合、非常に恐ろしい、被災しないわけではございませ

んが、大変なことになっていたんではないかと、こんなように思っています。

現在も３機が点検中ということでございますけども、今ほども東電さんのほうの説明

の中に、想定を超えた津波等に対する安全対策ということをいろいろおっしゃっていま

すけども、防潮堤も１５メートルですか、本当に１５メートルでいいのでしょうか。こ

の根拠もどこにあるのかわかりませんけども、少なくとも福島はそれを越えてきたわけ

ですので、これがいいのかどうかというのは私はちょっとわかりませんけども。また、

発電機ですね、これも当然のことだと思いますので、万全を期してやっていただきたい

と思っています。

問題は、炉心内の放射能漏れなわけですね。放射能は目に見えません。色がついてい

れば一番いいんでしょうけれども、最近は、ヨウ素１３１ですか、福島から飛んできた

のではないかと報道にも載っていましたけども、今ごろになってからそういう話が出て

いるんですよね。柏崎にもそういうのが出ているのじゃないかという話もありますけど

も、それはわかりません。そういった炉心内の放射能ですね、絶対漏れないように万全

の対策をして、この福島の教訓をもとに万全な対策を望みます。

以上です。

◎新野議長

竹内さん、お願いします。

◎竹内委員

竹内です。先ほど、住んでいる地域を言わなかったんですが、東本町に住んでおりま

す。私は皆さんと多少違うのは、生まれたときからこの柏崎刈羽原子力発電所があり、

稼働を始めていたと、そういう背景の中で、柏崎にまた帰ってきて骨を埋めようと生活

をしているわけですが。そういった中で原発立地地域に住んでいる我々としては、消費

地域の人たちに本当に感謝されることを一つの理想としている人がかなりいると思いま

す。そういった中で、先ほど品田村長の話もありましたけれど、交付金をもらっている

からだ何だ、いじめの問題につながったり、ひいては今度、東京電力に勤めている方の

家族の方までそういった被害に遭っていると。そういったことがやっぱり国民的な知識

といいますか、そういう勉強不足からくるものではないかと、そういうふうに思ってお

ります。

今回、最悪のケースとして、こういう経験を我々できたということは、ある意味、不

謹慎ですが、これを次に生かしていく大きなチャンスだと思います。その中で、今いろ

いろワイドショーでも問題になっていますが、政府や原子力安全・保安院さん、東電さ

ん、または自治体と一丸となってこの事件、事象の終息に向かっている姿勢を早いとこ

ろ国民に見せていただきたいと思います。

最終的に国民が納得する対応、終息をしてほしい、そのために安全に運転できる環境

づくりをこの会から訴えて、少しでも訴えて届けばうれしいなと思っております。

よろしくお願いします。
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◎新野議長

ありがとうございます。

武本さん、お願いします。

◎武本（和）委員

３月１１日以来、ずっとこのことを考えてきました。福島には３月１１日以来、３回

行って、現地を見てきました。そして思うことですが、今日の説明を聞いて、歴史上あ

れだけ広範な範囲で普通に生活していた人を強制的に排除する、こんな企業があったの

でしょうか。そういう思いで東京電力のことを考えると、全然その一員だという感じ、

加害企業の一員だという感じが全然感じられない、残念でかないません。

本当にあの広範な地域、これから５０キロの地域が牛を処分して避難するなんてこと

が始まるんです、いつ帰るかわからない。こんなことを強制したことが今まであったの

でしょうか。私の記憶では、旧軍部、日本軍がそういうことで失敗して、責任者が責任

をとらされたみたいなことがあったとは思いますが、そういう中で今、津波対策の話が

出ていますが、今日の海江田大臣の資料１の後ろに、地震の確率の一覧表が出ています。

福島の第一原発、これから３０年全く地震はありませんという０％になっているんです

ね。そういうところで、ああいう地震があって大惨事を起こしている。この帰結は保安

院さん、本当に他人事ではないんです、全部の原発が福島と同じことが起きるという、

こういうふうにこの資料を見なければならないでしょう。

ともかく、保安院のていたらく、東京電力の無責任さは全国民が見ていると思います。

加害者としての立場で今後、対応してもらいたいというのが私からの意見ですし、当然、

この結果が停止、これ以外ありません。そうでなければ柏崎で福島を繰り返すことにな

る、こういう資料が今日も出ているんです。

以上です。

◎新野議長

ありがとうございます。

武本さん、お願いします。

◎武本（昌）委員

武本昌之です。原発に限ったことではないんですけども、私たち日本国民が安心して

生活していくためには、やはり安全というのが大前提だと私は思います。そういった意

味では、やはり福島の第一原発の今の状況を１日も早く終息をするということが今一番

重要なことなんだろうというふうに思っています。

当然、あらゆるチームといいますか、英知を結集して１日も早い終息に向けて頑張っ

ていると思いますけども、改めて１日も早い終息をお願いしたいと思っております。

以上です。

◎新野議長

ありがとうございました。

田中さんですね、お願いします。

◎田中委員

今の話を聞いて、何か胸をつまらせる思いだったんですけども、やっぱり原子力発電

以外の発電を考えてほしいなと思います。
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あともう一つ、風評被害というのを皆さんちょっと何も出てこなかったんですけども、

ここからここまでの地域は放射性物質は出ていないんだというところのことをもっと全

国の皆さんに知らせて、つくっている作物で今、出荷できないとか、そういうので困っ

ていらっしゃる福島の方たちを少しでも助けてあげられたらと思います。

◎新野議長

ありがとうございます。

徳永さん、お願いいたします。

◎徳永委員

徳永でございます。会長がそう難しいことを考えないで気楽に、とはいうものの、こ

の話をいただいてから、３月でしたかね、慌てて例のものを読み返しましたが、やっぱ

り面倒そうだなと思って、大変不安でございますし、その中で、総括といいますか中間

総括に出ていたように、開催する回数ですね。ある方はこれでよしという方も出ていま

したし、私個人的には月１回というのはすごいなという、ちょっと先が不安になってく

るんですが、そんな気持ちでリーフといいますか、新聞といいますか、チラシといいま

すか、それを見ていて、まさかその場に私が座るとは夢にも思っていなかったというの

が率直な気持ちでございます。

今思うことということでございますが、まず原子力発電そのものについてなんですが、

私個人的には入り口の話も途中の話も出口の話も、私は大いに疑問が残るという考え方

でございます。例えば、入り口の話ですね、最初の品田理事のあいさつの中で、ちょっ

と言われた中で、この原子力発電所というのは民主的な手続で存在しているという発言

がございました。個人的には少し違和感、いや大分違和感があったと私は思います。そ

れが入り口ですね。出口の話もいろいろあるんですけど、いずれにしてもちょっと首を

かしげる立場でございます。

私は西山ですけど、ここから北東に確実に１０キロ圏内におります。あの事故を見て、

マスコミを見て、先ほど県を筆頭に市町村が防災計画の見直しですけど、マスコミを見

ていて、そうは言ってもあの移動は大変だなと、市役所の方も大変だろうなという気が

しました。そうは言いながら、なるべく具体的な計画をぜひお願いしたいと思っていま

す。

最後に、さっき暗くなるまで田植えをしてきたんですけど、第二の人生で百姓をする

気になりましたが、今年はつくづく、福島の皆さんの、本来なら一緒に農業をできたは

ずという人たちの気持ちを思うと、何とも言いようのない感じで今年の百姓を始めまし

た。

以上でございます。

◎新野議長

ありがとうございます。

中沢さん、お願いします。

◎中沢委員

中沢です。先ほど、私も住所を言うを忘れまして、そこにおられる高桑さんと一緒の

刈羽村の十日市というところに住んでおります。本当に２キロぐらいのところなんです

けども、福島の状況であればとうにここにいないというような状況かと思います。私の



―３９―

簡単な思いをちょっとお話ししたいと思います。

今、隣の田中さんのほうから、原発にかわるエネルギーというようなちょっとお話が

あったんですが、本当にこのたびの福島原発の大事故ということで、日本では重大事故

は起こり得ないというふうに言われていた原発の安全神話というのが、見事に崩壊した

というふうに思います。改めて私たち国民の多くが、原発というものがいかに危険なも

のかということを認識したのではないかなというふうに思います。

原発による被害が甚大で、未曾有の規模に達していることに対して、本当に被災者の

方々は心身ともに苦しみと不安の日々を送っているというふうに思います。もう本当に

原発に頼ってはいられないと。原発は廃止すべきだという声が、日増しに大きくなって

いるというふうに私は感じています。私はこの福島の大事故を機会に、日本のエネルギ

ー政策を早急に根本から見直すべきではないかなというふうに思っています。本当に、

原発に頼っていっていいのだろうかというふうな疑問を持っています。

ドイツでは既に、電力の１６％を自然エネルギーで賄っているということです。２０

５０年には８０％を再生可能エネルギーで賄うという長期的な目標を掲げて、原発依存

から自然エネルギーへの転換を国の政策として進めているということです。また、アメ

リカの研究所の報告によりますと、２０１０年には世界の発電量は再生可能エネルギー

が原発を逆転したということです。そういうような状況があちこちで進んでいると。私

たちは地域の会としても、この日本のエネルギー政策ということについて、議論しても

いいのではないかなと。ぜひ私は議論していただき、そして何らかの国への提言という

ようなものができたらいいのではないかなというふうに思っております。

以上です。

◎新野議長

三井田さん、お願いします。

◎三井田委員

三井田ですが、最初に東電さんのマネジメントの中枢組織、それから原発行政にかか

わる部門に対する要請としまして、現地、現場の状況の適切な把握と、それから現実に

生じたことをそのまま受けとめて、最重要事項に対して真摯な適切な判断をこれからや

っていくようにお願いしたい。こんなことを思ったのは、テレビなんかでやっています

けども、福島の最前線で頑張っている人たちですね、今の設備に対して。そういう人た

ちが、インスタント食品でシャワーもないというようなことがかなり長い間やられてい

たと、ごろ寝だったと。こういうことは、管理者が知らなかったなんてことは論外で、

そんなふうに思いたくないわけで。一説によると、避難されている人に配慮した処置で

はないかという話もあるんですけども。しかし、最前線で働く人たちはやっぱり体力が

大事ですから、そちらのほうが重要なわけです。それと今の津波や地震ということに対

する設計評価の甘さというのも、何か根っこが同じではないかと。つまり、別の要因で

もって、一番大事なことをランク下げしているのではないかというようなことが懸念さ

れるんで、今申し上げたようなことをお願いしたいということが一つです。

二つ目は、柏崎刈羽原発のいろんな津波・地震対策で、１５メートルの防波堤とかい

ろいろ出していただいて、これは大分踏み出したやり方だと思って、これはいいと思う

んですけども。今、消防車でもって給水するとかいろいろあるんですけども、最末端の
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制御機器、弁でも何でもそうですけども、そういうことを電気で動かしているというの

が前提になっていると、その系統の電気が何かのトラブルで完全に死んだときには、福

島と同じようなことがあるんで、それはそれで有効な便利な方法で、必要でいいと思う

んですが。それと併設で、電気に頼らない、完全に手動で対応できるようなそういう設

備があわせているのではないかと。もし、福島の第４号機の核燃料プールでも、そこに

３０センチぐらいの配管があって、どこか建屋の外からバルブを開いて水が供給できる

ようなことであれば、４号機は救えたのではないかというような気もしますので、そう

いうような、電気が全く死んだときでも、何とかなるようなことも併設して考えていた

だければと思います。

以上です。

◎新野議長

ありがとうございます。

吉野さん、お願いします。

◎吉野委員

吉野でございます。今回の福島の原発震災による放射能汚染は、あまりにも深刻な状

況だと思います。原発から３０キロ離れていても、たった１日で一般人の年間の許容線

量の４倍の線量を浴びてしまうという地域もありました。

また、大人に比べて放射線の影響を二、三倍受けやすいという小学生がいる小学校の

校庭の被ばく線量の上限が、一般人の２０倍に設定されていました。そのため、これま

で原発推進の立場で政府の内閣参与として協力してきた放射線防護の第一人者といわれ

る小佐古東大教授でさえ、あまりに甘過ぎる基準だと涙を流して抗議の辞任をいたしま

した。

関東地方の母親の母乳に放射能汚染がありました。そして、私たち柏崎刈羽の住人は、

故郷を失った人たちがいかにつらい思いをしているかということを毎日痛感させられて

います。このような深刻な結果に対して、元原子力安全委員長や原子力学会会長の要職

にあった原発推進の大先輩だった科学者の方々が、原発は安全だと言い続けた私たちが

間違っていたとおわびの文書を出しました。

また、雑誌では去年、ノーベル化学賞を受賞した根岸教授も大きなリスクがある原発

はやめるべきだと言っています。原子力安全委員長で政府の規制側のトップある斑目委

員長も、原発の安全性について耐震津波だけでなく、安全設計全体の見直しが必要と認

めざるを得なくなっています。このような３月１１日以降の原発をめぐる深刻な状況の

中で、私たち地元の住民や行政も、また、原発や保安院の関係者も原発に対して見方を

抜本的に改める必要があると思います。そして、柏崎で福島と同じような悲惨な事態が

起こらないうちに、原発に頼らないで済むような対策を早急に考えていく必要があると

思います。

それから、先ほどの東京電力と保安院からの緊急安全対策がありましたけれども、そ

れはわかるんですけども、その中で津波の規模や、それから地震動の大きさ、安全対策

なんかの想定が大変過小評価されていたということに対する根本的な原因の究明、どう

してそうなったのか、それに対する痛切な反省の態度表明というのがないと思います。

そういう状況で、そのまま原発を推進させていくというのは、大変危険ではないかと非
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常に心配しております。

以上です。

◎新野議長

最後になりました。お待たせしました。渡辺さん、お願いします。

◎渡辺委員

渡辺です。まず、１日も早い福島の事故の終息を願っております。また、柏崎刈羽に

おいても同じようなことが起きないことを強く願っております。これから私、初めてこ

の会に参加させていただくんですが、これから皆さんといろんなことを考え、勉強させ

ていただきたいと思います。よろしくお願いします。

◎新野議長

ありがとうございます。

佐藤副会長さん。

◎佐藤（正）委員

佐藤です。前の会議でも言ったんですが、ロシアのチェルノブイリが１０日間で放射

能の放出を止めた。スリーマイルについては、１６時間後にもう冷却を始めたというん

です。それがいまだに終息のめどが立たないというのは非常に残念で、とにかく早く止

めてほしいという気持ちは、日本国民全員がそう思っているんだろうと思います。

ところで、放射能汚染の問題なんです。ちょっとオーバーな言い方をすれば、福島県

の中通りから海側全部が、ちょっと適切な比較だかどうかは別にしまして、原発の放射

線管理区域よりも放射線の濃度が高いのではないかという、我々を建屋に入れてもらっ

ても０．０００幾つで数字が出ていませんと言うんですね。それから比べれば、福島の

中通りから浜通りにかけてはまさに原発の放射線管理区域よりも放射線の濃度が高いよ

うな状況になっているという。企業活動として失敗したと言っても、こういうことが本

当に許されていいのかなというふうに私は感じます。

例えば、福島郡山周辺では、公園で遊ぶなとか、長時間いるなとか、１０マイクロシ

ーベルトとか、２０マイクロシーベルト、あるいは高いところは６０マイクロシーベル

トあったなどという話も聞いているわけで。そうすると、例えば１０マイクロシーベル

トでも１日に３時間浴びて外にいて１００日いると、５ミリシーベルトになってしまう

わけです。そうすると、もう一般公衆の５倍を浴びるようなことになるという、そうい

うところに大勢の人がいるというのも、また、非常に心配なことなわけです。農業や畜

産業、あるいは漁業にも深刻な影響が出ていますが、原発をつくるときはどうだったか

というと、バラ色の地域振興というその名のもとにつくられたわけです。その落差たる

や、あまりにもひどいのではないかという感じがいたします。

先ほどから国がもっと責任を持つべきだというんですが、今までの体制は東京電力が

申請を上げて国がそれを審査して、それでオーケーというような形で、実質責任をとる

とると言っても、そういう体制さえなかったわけですから、それはやっぱり第一義的に

は東京電力の皆さんから、その部分を感じてもらわなければならないと思うし。我々は

国が大丈夫だから大丈夫だと言っていた国のあり方そのものも民主党政権になってから

まだ１年ちょっと。その前の人たちが浜岡もひっくるめて許可したわけですから、その

責任がどうなんだということだってやっぱりあると思いますが、いずれにしても、とに
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かく１日も早く事故の終息をぜひお願いをしたいというふうに思います。

◎新野議長

ありがとうございました。

本来は、こういうことが何回かディスカッションとして繰り返されると、もう少し深

まるんだろうと思うのですが、いつも１回きりで終わってしまうのが非常に残念だなと

思っています。２５名もいる委員の中では少し限界があるので、いろんな工夫をしなが

らこれから先どういうふうにしていったらいいかということで、運営委員会という組織

がありますので、そこでまた新たに今までのことは今までのこと、これからのことは新

しい委員さんの意見も踏まえて、進めさせていただければと思っております。

運営委員なんですが、私に選任せよというような約束ごとになっていますので、早急

にどなたかにか、またご指名させていただきますので、どなたも喜んでというような役

ではないんですね。今日、定例会でこれだけの時間を費やしていただきましたけれど、

運営委員さんはもう１日、月の中で同じような時間を共有していただいています。非常

に、言ってみれば過酷なので、喜んでではないのですが、せっかく市民としてこの席を

いただいた方ですので、ご指名させていただいたおりにはこの事態を避けていただいて、

受けていただく覚悟をしておいていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。

その他ということで、時間はとってあるのですが、特段ございませんので、一番遠く

からおいでいただいたのが、当事者である東電さんの石崎さんですかね。何か随分重い

言葉が並びましたけれど、ご感想か何かございましたら、一言お願いいたします。

◎石崎原子力・立地本部副本部長（東京電力）

ただいまご紹介いただきました、東京電力立地を担当しております石崎と申します。

どうぞよろしくお願いします。今日、私は２回目の出席です、前回に引き続きまして２

回目の出席でございます。

まずは皆様方に、当社の福島第一原子力発電所における事故で、大変なご迷惑をおか

けしていることを改めまして心からおわび申し上げます。申しわけございませんでした。

今、私は立地を担当しているということで、福島の避難所を回っております。皆さん

方のご意見を直接伺って、皆様方が１日でも早くふるさとにお戻りになれるように、そ

ういったいろいろなご支援をどうしたらいいのかということを検討し、さらにそれを実

行すると、そういう役回りを負っております。

今日、皆様方からもいろいろ貴重な厳しいご意見もたくさんいただきました。そして、

避難をされている方からも日々大変厳しいお話もたくさんいただいております。一つ一

つを重く受けとめております。私どもの責任は到底逃れられないと。これからの私ども

の責任は、今日お話もありましたけれども、まずはとにかく１日も早く事態を収束させ

ると。放射能を閉じ込めるということをまず最優先でやりますけれども、それにあわせ

て、実際に避難をされている方、ご迷惑をこうむっておられる方に私どもの誠意を尽く

すと。実際の損害に遭われたことはしっかりと補償をさせていただくと。それに加えて、

お金には換算できない苦しみ、痛みを与えてしまったということは、これはもう本当に

会社としてこれから一生涯ついて回る責任だと思っております。これをしっかりと受け

とめて、私自身も残りの人生をかけて福島の再生に力を尽くす所存でございます。

これは、前回も皆さんの前でお誓い申し上げましたけども、また改めて今日、皆様方
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の前で、福島の再生にとにかく力を尽くしていくということをお誓い申し上げます。

そして、私自身は必ず福島は再生できると信じております。同じようなことをこの新

潟、柏崎市、刈羽村でも起こしてはいけないというのは、これはもう当然でありますけ

ども、絶対にここでは起こさない、あわせて福島は必ず再生させると、再生できると信

じておりますので、これからも皆様方のご支援、ご協力をいただければ幸いと存じます。

私のごあいさつとさせていただきます。今日は、ありがとうございました。

◎新野議長

ありがとうございます。

私どもの会は住民の会ですので、賛成、反対いろんな思いの委員さんがおられますし、

複雑な思いをたくさん抱えて生活する住民がおります。でも、外部の方は特にそうです

けれど、原子力に関しては反対なのか賛成なのかをまず見極めようとされるような動き

を強く感じますけれど、私は個人的にはそちらのどちらでもない第３、第４の道がある

のだろうと思っています。みんなで話し合いながら、少しずつ寄り添いながらという方

法があるのではないだろうかと思います。誰の意思に沿うのかというような、誰が１０

０点を取るかというようなことはなかなか難しい複雑な議論ですので、どこに向かうに

しろ徐々に変わっていくのだと思うので、それでこの２５名の委員さんがご自分の立場

と考えを述べながら、ほかの人たちの意見に十分耳を貸して、何でそういうことを言う

のかということを心に取り込んでいただいて、咀嚼をしていただいて、少しずつ理解を

深めながら、第４、第５の道もあるのかもしれませんけど、反対、賛成だけの道ではな

い道が必ずあるはずですので、それでなければ多分、生活はできないと思うんですね、

自分の主義主張だけを通すのではなく、それぞれの思いをつかんでそれも取り込んで、

また新たに考えを築き直すということの柔軟性と客観性がある会であってほしいと思い

ますので、これからまた２年間、一緒に頑張っていきたいと思いますけれど、よろしく

お願いいたします。

◎事務局

長時間にわたりまして、お疲れさまでございました。

なお、今ほど会長さんからもお話がございました運営委員さんについて、会長さんか

らご指名がございます。ご指名されました委員さんは、ぜひお引き受けいただきますよ

う、事務局からもお願い申し上げます。指名されました運営委員さんにつきましては、

来週の１８日の水曜日にお集まりいただくことになっておりますので、よろしくお願い

したいと思います。

なお、次回の定例会は６月１日水曜日、時間が変わりまして午後７時からの始まりに

なりますので、よろしくお願いしたいと思います。

以上で、第９５回の定例会を終了させていただきます。大変お疲れさまでございまし

た。


